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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本書の内容はフィクションであり、登場する団体・店名・人物などの名称はすべて架空のものです。
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◆12月、１週目





「こんなものかな……」

　俺、比良ひら克樹かつきは整髪料でまとめた髪を鏡に映しながらつぶやいた。

　鏡の中にいる俺は濃いグレーのスーツを着込んでいた。バイトに行くときのようなラフな姿じゃない。

　スーツを着るのは初めてじゃない、が、やっぱりこんな格好はまだ落ち着かない。首の周りが少し窮屈な気もするが、緩めるわけにはいかない。

　俺は自分の顔の角度を変え、何度も鏡に映しながらどこかおかしなところはないかチェックした。

　ひととおり確認し終えた俺は洗面所から出た。

「あ、克樹さん」

　台所にいたエプロン姿の麻友まゆが俺を出迎えた。

　食器を洗ったばかりなのか手をタオルで拭いている。長い黒髪はうなじのあたりでひとつにまとめられていた。エプロンの下に着ているのはトレーナーとデニムのパンツという地味な服だ。

　地味なはずなのに、どことなく色気を感じてしまうのは俺の錯覚だろうか。それともデニム生地がやけに尻の丸みを強調しているせいだろうか。

「克樹さん、どうしました？」

「……や、なんでもない。準備できたし、そろそろ行ってくる」

「あ、待ってください。ネクタイ曲がってますよ」

「いや、べつに曲がってないだろ」

　それはさっき鏡の前でさんざん確認したから大丈夫のはずだ。

「いいえ！　曲がっています、ほら!!」

　麻友は俺のネクタイを強く引っぱった。

「ぐええええ！　絞まる絞まる首が絞まる！」

　苦しい！　殺される！　なんだこのいきなりのバッドエンドは!?

　麻友は自分できつく締め上げたネクタイの結び目を指でほどき、整えた。

「えへへ、こうやってるとまるで新婚さんみたいですね」

「お、おまえが曲げたんじゃねーか！」

　けほ、とせき込みながら俺は突っ込んだ。

「克樹さんが悪いんですよ。こういうときはあえて曲げて出てくるものです。それを直すのが妻としての役目です」

「……まだ結婚してねーし。おまえ、妻じゃねーだろ」

　まだ、だ。

　面倒くさがりの俺ではあるが、こいつひとりの面倒くささならつき合ってやろうと思った。

「まだってことは、いつかはそのつもりなんですよね」

「……さぁな」

「さぁな、じゃなくてちゃんと答えてください」

　じ、と麻友が俺の顔を見つめてくる。

「…………っ！　あーもう、前にも言っただろ！　おまえが卒業するまでに俺がちゃんとした会社に入って、そのあと籍を入れるって！」

「うふふふふ、そうですよね、そうなんですよねぇ、私が卒業したらですよねぇ」

　くすくすと笑う麻友の左手には安物の銀の指輪が飾られていた。

　たった１０００円の誓いの証。




　数週間前のことだ。

　いつもどおり麻友の作った夕飯を食べていた俺は麻友に言った。

『就職活動を始めようと思う』と。

　そしてそのあとに告げた。

『おまえが卒業するまでにちゃんとした会社で働くから、……そのあと籍を入れよう』と。

　いままではその日に自分が生きていけるだけの収入があればいいと思っていた。

　でもそれは独りだったときの話だ。

　本当にこれから麻友と一緒に――家族として歩み続けるつもりなら、不安定なフリーター生活には区切りをつけないといけない。

　だから俺は着慣れないスーツを着て、あちこちに面接に向かったりしている。

　まだ数回しかチャレンジしてないとはいえ、結果はなかなかシビアなものだったりするが。




「ほら、克樹さん。外は寒いんですからコート着るの忘れないでください」

「あ、ああ」

　面接用の鞄を持ち、玄関に向かいかけた俺の背中にコートがかけられる。俺はあわててコートの袖に手を通した。

「まだありますよ、忘れ物」

「なにが？」

　鞄の中身をチェックしながら俺は麻友に聞く。

　履歴書も財布も筆記用具も持ったはずだ。携帯電話にハンカチ、ポケットティッシュまで持っているというのに。

「いってらっしゃいのキスです。さ、顔を近づけてください」

「いらねーよ、バカ！」

　背伸びしながら顔を近づけてくる麻友に俺は怒鳴りつけ、玄関から飛び出た。

　季節は冬。

　肌をちりちりと刻むような寒さが身に沁しみる。口からこぼれる息は白い。

　だけど顔はほんのりと熱を持っていた。
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　家出少女らしきものを拾った。

　それは夏が終わりかける頃の話だった。




　家族にも恋人にもなれないあやふやな関係だった俺たちだったが、さんざん遠回りをしてやっとひとつの結論にたどり着くことができた。

　傷の舐め合いでもいい、少しずつ踏み出していけばいい。

　きっといつか、自分の幸せも麻友の幸せも躊躇ちゅうちょなく望む日が訪れるはずだ。

　俺たちは、変わることができる。
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　就職活動をしているとはいっても、まだ内定をもらったわけじゃない。

　生活のためにはバイトを続ける必要がある。

　けど、以前のように生きるのは面倒だなんて思うことはなくなった。

　いまは生きる目的がある。生きたいと思う理由がある。




　街はクリスマスシーズンを迎えた。あちこちでイルミネーションやツリーが飾られ、店ではクリスマスに向けてのセールが始まっていた。

　俺のバイト先でやっていることといえば、まぁ、クリスマスケーキの予約注文くらいなんだが。

　以前の俺はいくつかのバイトをかけもちでやっていたが、就職活動を始めた俺はドラッグストアでのバイトだけを続けていた。




「あ、比良くん比良くん、それこっちに持ってきてー」

「はいはいー」

　カップラーメンを段ボール箱ごと乗せた台車を本田ほんださんが呼ぶ方向へと持っていく。俺は本田さんと一緒にカップラーメンを段ボール箱の上に積み上げていく。

　ふと、本田さんの手と俺の手が重なってしまう。

「うわわっ、ごめんっ」

　俺は思わず手を離す。

　手のひらに女性らしいやわらかさがまだ残っているような気がした。

「なぁに、その初心うぶな反応」

　にやにやと笑いながら本田さんは俺の顔をのぞき込んでくる。

「いや、その、ですね……」

　とっさのことにどう反応すればいいのかわからない。考えれば考えるほどに言葉を失っていく。

　半月ほど前、だろうか。

　本田さんは俺のことを好きだと言った。

　当然だが俺はその言葉を拒否した。

　俺には麻友がいるからだ。

　だけども俺は自分のことを好きだと言った相手にどう接すればいいのかわからない。

　本田さんは俺の仕事仲間で、否が応でも顔を合わせることになる。こうならないように俺は他人とあまりつき合わないようにしてきた面もある。

「そんな顔するくらいならおねぇさん、食べちゃうぞぉ？」

　本田さんの指がつつ、と俺の顔をなぞる。その指は滑らかで、心地いい。近くで顔をのぞき込まれれば、人工的な花の香りがつんと鼻腔をかすめた。

「や、やめてくださいっ」

　俺は思わず身じろぎしてその手から逃れる。

「なんちゃってー、比良くんには麻友ちゃんがいるもんね」

「……あんまりからかわないでください」

「だって比良くんの反応、おもしろすぎるんだもんー」

　けらけらと笑う本田さんに俺は大きなため息を吐くことしかできなかった。

「あ、そうだ。来週の土曜、比良くんも私も休みだよね。一緒に遊びにいかない？　もちろん麻友ちゃんも一緒に」

「来週の土曜、ですか……」

　麻友はなんと答えてくれるだろうか。

　本田さんが俺のことを好きなのは麻友も気づいている。

　が、特に麻友は本田さんのことを嫌っているわけじゃない。

　それに俺が麻友を選んだことはすでにわかりきっていることだ。

「わかりました。麻友にも聞いてみます」

「ほんと？　よかったぁ、私、麻友ちゃんともっと仲良くなりたいんだよねぇ」

　商品を並べる作業を止めてそんな雑談にふけっていると。

「ちょっと、そこのふたり！　しゃべってばっかりいないで手を動かす！」

　店長に怒られてしまった。

　俺たちはあわてて台車のカップラーメンを店内に並べた。




　告白は断ってしまったが、あれからも本田さんが変わらない態度でいてくれるのはありがたかった。

　他人とつき合うのも思っている以上には面倒なことじゃないのかもしれない。

　それは一歩踏み出してみないとわからないことだった。
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　夕方、バイトから戻ってくると麻友の姿はなかった。

　いつもなら俺より先に帰ってきて夕飯の準備を始めているものだが。

　麻友のいないアパートの部屋は静かで、やけに広く感じてしまう。３ヵ月前のゴミだらけだった部屋に比べたら広く感じるのは当然としてもだ。

「そういえば今日は病院に行ってくるって言ってたっけ……」

　手持ち無沙汰でやることもなかった俺は煙草たばこに火をつけて大きく吸い込んだ。

　今日の飯は弁当にするか、それともどこかに食べにいくか、悩んでいるうちに玄関のドアが開いた。

「あ、克樹さん。ただいま戻りました」

「ああ、おかえり」

「今日のお夕飯どうします？　簡単なものなら作ってもいいんですが」

「いや、おまえも疲れただろうしどこか食べにいこうか」

「あ、それならピザがいいです。チラシにクーポンがついていたんですよ」

「ピザか……」

　独り暮らししていた頃はたまに頼んでいた。ここ最近は麻友の手料理を食べてばかりだが、たまにはあのジャンクな味を感じるのもいいかもしれない。

　俺は麻友と一緒にピザ屋のチラシを眺め、Ｍサイズのピザとサイドメニューの品をいくつか注文した。

　ピザはすぐに届いた。

　ちゃぶ台の上に広げてふたりでピザにかぶりついた。

「ふぁ～、ピザ食べるのひさしぶりですー。やっぱりこのチーズとソースが絡まる味がたまりませんよねぇ。まったりとしてコクがあり、それでいてしつこくない濃厚な味が舌の上でハーモニーを奏でたり奏でなかったり」

「おまえはどこのグルメリポーターだ」

　ピザを口に運びながら麻友は恍惚こうこつとつぶやいた。普段から買い食いを禁じられていた麻友はもしかしたら宅配ピザを食べることもあまりなかったのかもしれない。

「で、どうだった？」

「なにがです？」

　俺の問いかけに麻友は首を傾げた。

「病院、行ってきたんだろ。……なにか変わったこととかなかったのか」

　麻友は一瞬だけ視線を俺からそらした。

「…………。特に、ありませんね。今日は冬用のパジャマを持っていっただけですし。……面会もいまはまだしないほうがいいそうです」

「そうか……」

　返事をした俺は再びピザにかぶりついた。




　麻友は時々、病院に行っている。

　それは麻友自身がどこか患っているわけじゃない。

　病院に入院しているのは麻友の母親だ。

　麻友の母親は自分の恋人に言われ、麻友の身体を差し出そうとしていた。

　そこに俺が介入したせいで麻友の母親の恋人は警察に捕まった。

　恋人を失った麻友の母親は心が病んでしまい、病院に入院することになった。麻友が俺と暮らし始めたのもそういう理由がある。

　あれ以来、麻友は母親と顔を合わせていない。精神的健康のためには娘と顔を合わせないほうがいいという医者の判断だ。

　それでもたまには荷物を持っていったり、医者と話す必要があるので病院に行っている。




「見てください。このチーズ、こんなにのびますよ。のび～」

　ピザを咥くわえながら麻友はピザのチーズをとろりと長く垂れさせた。

「バカじゃねーの、行儀悪いだろ。ちゃんと食べろ」

「はいはい」

　やや雑に答えた麻友はピザを大きな口で頬張った。

　普段の麻友はこんなマナーの悪いことはしない。

　つい考えごとにふけってしまった俺を考えてのことだろう。

「克樹さん」

「ん？」

「克樹さんは私の母のこと、気にする必要はないんですよ？」

「いや、俺が勝手に気にしてるだけだ。おまえこそ、俺に気なんて遣うな」

「……遣っちゃいますよ……」

　サイドメニューで頼んだコーラを飲みながら麻友はぼやいた。

　過程はどうであれ、麻友の母親が入院したのは俺にも原因がある。麻友を助けたことを後悔なんてするつもりはないが、やっぱり病状については気になってしまう。




　麻友の母親がこの先どうなるかわからない。麻友が自分の母親とどう向き合うことになるのかも、いまはまだ。

　だけど、一歩ずつ踏み出した先にきっと答えはあるはずだ。

　ほんのわずかな痛みを抱えながら俺たちは日常を過ごしていく。穏やかに過ぎていく。




　そういうものだと思っていた。
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　その日は朝から重たい色をした雲が空を覆っていた。

　午前中にバイトに出かけた俺は、午後に一度アパートに戻り、新しい会社に面接へと出かけた。

　雨が降るかなと思って折り畳みの傘を持っていったが降ることはなかった。

　ただ冷えた空気がじわじわと体温を奪っていく。

　まだ夕方といえる時間のはずなのに周囲は薄暗闇に覆われつつあった。

　麻友は、もう帰っている頃だろうか。

　帰っている時間のはずだ。暖房の効いた部屋の中で夕飯を作ってくれているのだろう。玄関を開ければいい匂いがふんわりと迎えてくれるはずだ。

　正直言って、今日の面接の結果はあまりいいものだとは言えなかった。

　それでも帰った瞬間のことを考えると自然と胸が弾んでくる。

　コンビニの前を通り過ぎ、５分ほど歩くと見慣れた建物の影が見えてきた。築30年の古い木造アパートの姿が。

　錆さびついた階段を上がれば俺の部屋にたどり着くことができる。

　俺は階段への一歩を踏み出した。

　……声が、聞こえた。

　誰かが階段の上で話をしている。

　なにを話しているのかはわからなかったが、それは聞き覚えのある声に思えた。

　両方とも。

　温もりのようなものを抱いていた胸が静かに冷えていくのを感じた。

　階段に乗せた足がわずかに震えていた。

　それでも俺は前へと進み出た。

　階段を踏むごとに会話ははっきりと聞こえてきた。

「ここ克樹の部屋でいいんだよね。それできみは誰？　うちの克樹とはどんな関係？」

「え、えと、私は……」

「ま、いいや。この部屋にいるってことは克樹とはそれなりの関係なんだろ。あいつの連絡先とか知らないか？」

「え、えぇと、それは……勝手に教えていいものではないと思いますし……」

「だから、さっきから言ってるじゃないか。私は克樹の……」

　階段を上りきったとき、俺の部屋の前で話しているふたりの姿が見えた。

　ひとりは困り顔をした麻友で、もうひとりは……、

「父親で……」

「おまえなんかが親であってたまるか！」

　白髪の混ざった頭の男に俺は怒鳴りつけた。

「克樹……」

「俺の名前を呼ぶんじゃねぇ！」

「おまえがここに住んでるって聞いてやってきたんだ。話があって」

「話すことなんてなんにもねぇよ！　あんたには一緒に逃げた女がいるんだろ!?　さっさとそいつのとこに戻れよ！」

「克樹、私は……」

「うるせえ、しゃべんな、耳が腐る！　二度とくんな！　……麻友、入るぞ」

　俺は男を押しのけ、玄関に立ちつくしていた麻友の肩を抱いて部屋の中に入った。玄関のドアを力強く閉めるとドアの周辺の壁がビリビリと震えた。

　数秒後、玄関の向こうの気配が立ち去り、階段を下りる音がわずかに聞こえた。

　力が抜けると同時に、喉元に込み上げるものがあった。

「……う、ぐ……っ」

　俺は口を手で押さえながらトイレに駆け込んだ。

　洋式トイレのフタを持ち上げると同時に、俺は胃の底から込み上げてきたものを全部ぶちまけた。

「げほっ、がはっ、うぉえっ」

　気持ち悪い。気持ち悪い。気持ち悪い。

　また顔を合わせることになるとは思わなかった。

　人生の中で二度と出会うことはないだろうと思っていた。

　でもそれはただの願望だった。

　認めたくはないが、あの男は俺の親父だ。

　……父親だった人間だ。

　妻子がいたにも関わらずよその女に手を出して、妊娠させた。同じ会社の女だった。頭の中がすっかり花畑になった親父は女と一緒に会社を辞めた。そして家の通帳を持ち出して、駆け落ちしてしまった。

　おふくろには親父を探し出して、親父と浮気相手を訴える権利があっただろう。

　でも結局おふくろは親父がいなくなって以来家事をすることもなくなり、いつしかどこかで知り合った男と寄り添うようになっていた。

　そしておふくろは親父と同じように、男と姿を消した。

　俺は大学を受験することもできず、住んでいた家から出ていくことしかできなかった。

　自分の家庭を壊すようなことをしでかした男を、俺は父親だなんて呼びたくない。

「克樹さん、大丈夫ですかっ」

　俺の背中を撫でながら麻友は優しく語りかけてくる。

「麻、友……」

　震える唇で名前を呼び、俺は麻友の身体にしがみついた。

　細くて小柄な身体はそれでも俺の身体を受け止めて、細い腕で俺の背中を優しく撫でた。

「落ち着いてください、落ち着いてください。大丈夫ですから。ここに私がいますから」

「……麻友……」

　麻友に背中をぽんぽんと叩かれているうちに、跳ね上がった鼓動はとくとくと穏やかに落ち着いてくる。呼吸のやり方さえ忘れていたようだったのに、いつの間にか俺は軽い深呼吸を繰り返していた。

「すまん……情けないとこ、見せちまったな」

「いえ、いいんですよ、克樹さん。それよりも……」

　麻友は俺の背中から腕を離し、にっこりとほほ笑んだ。

「いまからお風呂、一緒に入りましょ」
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　正直言って麻友がなんのつもりで風呂に入ろうなんて言い出したのかわからなかった。

　台所のほうはよく見ていないが、夕飯の準備はできていたはずだ。

　が、俺もいまの最悪な気持ちを切り替えたかった。

　だから麻友の言うように一緒に風呂に入ることにした。

　まずは浴槽にお湯を溜めた。そして洗面所で服を脱ぎ、湯気の立ち込める風呂場に入った。

　俺は腰にタオルを巻いて。麻友は胸のあたりまでを大きなバスタオルで隠すように。

　裸どころか性器の形まで知っている間柄なのにいまさら隠す必要なんてないと思うが、そのまま入るのはなんだか気恥ずかしかった。

「さぁ、克樹さーん。今日は私がお背中流しますからね～」

　ボディソープとスポンジを手に麻友がにっこりと笑いかけてくる。

「べつにひとりで洗えるって」

「ダメです！　そんなの一緒に入った意味がありません！」

　たしかにそれはそうである。

　別々に身体を洗うのならば最初から一緒に入らなければいい。

　俺はプラスチック製の腰かけに座り、麻友に背中を向けた。

「じゃあ、頼む」

「はいっ」

　麻友は俺の背中をお湯で流し、ボディソープを含ませたスポンジを背中に押し当ててきた。ごし、ごし、とスポンジはゆっくりと動かされる。

　しばらく黙って背中を磨かれ続けた。

　本当に麻友がなにを思ってこんなことを言い出したのかわからない。わからないが、誰かに身体を洗われるというのは結構気持ちがよかった。

　ふぅ、とため息を吐いた瞬間、スポンジが背中から離れた。

　もう終わったのだろうかと思った直後だった。

　別のなにかが背中にひたりと押し当てられたのは。

　それはわずかに熱とやわらかさを持ったもので。

　とくん、とくん、と鼓動が脈打つのを背中越しに感じた。

　はふ、とこぼされた息は耳のすぐ近くで聞こえた。

　スポンジの代わりに麻友の身体が密着してきたのは明白だった。

　バスタオルはすでに脱ぎ捨てたのだろう。

「…………」

　直に触れた麻友の身体が俺の背中で上下する。

「ど、どうですか？」

「どうって……」

「か、克樹さんが持っていた本に書いてありました。こういうふうに女の人が身体を使って洗ってあげるプレイもあるとか……」

「……って言われても、おまえ、胸ないし」

「ひ、ひどいです！　そんなはっきり言う必要ありますか!?　あるでしょう、ちゃんとここに！　ほら！」

　俺の背中の上で麻友の胸が激しく上下に摩擦される。というか、ごりごりと押しつけられた。

「いて、いてててて！　硬い、硬いって！」

「いいえ、やわらかいはずです！　小さくてもたしかにその存在を感じるはずです！　どうです、どうですか!?」

「だから痛いって！　もっと優しくしてくれ！」

　力強くごしごしと擦こすられればやわらかさどころじゃない、痛みまで感じてしまう。

「わ、わかりました。それでは優しく、します」

　麻友はあらためて俺の背中に抱きついてきた。

　そして身体を上下してするすると擦りつけてくる。

　硬い、痛い、と言ったがそれは強い力で押しつけられていたときの話だ。

　撫でるように触れられれば確かにやわらかさを背中で感じる。それは乳房だけでなく、麻友自身が持つ女体としてのやわらかさだ。

　麻友の身体がつるつると滑るたびにぴちゃぴちゃと水音が立つ。少し硬いものがときおり背中の上で潰れるが、もしかしたら麻友の乳首だろうか。

　風呂場の中は湯気で満たされているとはいえ、冬のためかやはり少し寒い。

　その中で感じる麻友の体温は、じわじわと身体に熱をこもらせてくる。

　人と、触れ合っている感覚。

「こっちも、洗いますね」

　背中だけでなく、麻友の手が俺の肩から二の腕をきゅ、きゅ、と丁寧に擦り上げてくる。

　特別な場所に触れられているわけじゃないのに、なんだかこそばゆい。

　ボディソープに濡れた手でぬるぬると腕を磨かれれば、別のなにかを連想してしまう。

　静かな静かな風呂場の中で、ただねばっこい水音だけが響いていく。

「克樹さん、あの、前も洗いたいのでこっち向いてくれませんか……？」

「ああ……」

　俺は麻友の言うままに姿勢を変えた。

「わ……」

　俺の下腹部に視線を向けた麻友がため息をこぼす。腰に巻きつけていたタオルはペニスのゆるい勃ち上がりで形を変えていた。

「……なんだよ」

「え、ええと、それじゃ、前も洗いますね……失礼、します」

　俺の脚のあいだに入るように麻友は身体を傾け、肩に腕を絡めてきた。

「ん、しょっと……」

　泡とお湯で濡れた小さな乳房がひたりと触れる。どうしてだろうか、背中に触れられているときよりも麻友の鼓動を感じる気がした。

　麻友の身体が上下するたびにわずかについている乳肉が身体のあいだでくにくにと動く。潰された乳首が転がっていく。

　やわらかい、人の身体。

　もっと触れたくて、触れてみたくて、俺は自分から麻友の胸に腕を伸ばしていた。

「腕、邪魔です……」

「もういいだろ、そんなこと」

　俺は麻友の身体をかき抱き、その胸をやわく揉もんだ。手のひらで充分に覆いつくせるくらいの本当にささやかなふくらみであるが、背中に擦りつけられていたときよりもその存在を感じる。

「やっ、ん、んぅ」

　俺の腕の中で麻友は身をよじらせた。

　力を入れるたびに薄い乳肉の中に指が押し込められる。それは本当に微々たるものだったが、手のひらに伝わる感触は心地いい。

「ちょっと育った？」

「ほ、本当ですかっ!?　毎日バストアップの体操したかいがありました！」

　知らないところでなにをやってるんだ、こいつは。

「いや、気のせいかも」

「ど、どっちなんですかっ、はうぅぅっ」

　やわい丸みを撫でつけながら、硬くなった乳首をきゅっとひねり上げる。麻友の身体がびくびくと跳ねた。

「んうぅっ、あっ、ふぁあぁあっ」

　ボディソープに濡れた肌はぬるぬるとしていて、普通に触れるときとはまた違う感慨を湧き起こす。

　なんというべきか、いやらしい。

　白く泡立つボディソープがまとわりつく様。お湯でてらてらと艶やかさを見せている様。水滴がなだらかな身体の線を滑り落ちていく様。

　そのすべてが、扇情的。情欲を煽ってくる。

　ありとあらゆるところに触れたくなる。

　胸に触れる。

　ささやかばかりに存在する乳肉を手のひらでこね、ピンと張り詰めた乳頭を指の腹でくにくにと転がす。

　腹に触れる。

　薄い肉の下の鎖骨の存在を確かめながら、触れるたびにひくつくへその周辺を丁寧に撫で回す。

「あ、あ、あ、ふぁっ、あっ、くすぐった……っ」

　そして脚の付け根へと手を伸ばす。

　薄く生えそろっている陰毛をかき分け、割れ目の先へと。

「ひゃぁううっ」

　恥丘の肉を指で押し開き、クリトリスに直接触れた。しっとりと濡れていた。それはお湯や泡だけでなく、麻友の内側から染み出てきた愛液も含まれているのだろう。

　指を動かすたびにくちゅくちゅと水音が湧き出す。

「やっ、あっ、あっ、克樹、さ……克樹さん……」

　麻友は身体を震わせながらも俺の下腹部へと手を伸ばした。

　そしてかけられていたタオルをずらし、すでに昂たかぶりを見せていたペニスへと触れた。

　ボディソープに塗れた指が、つつ、と陰茎をなぞる。

「…………っ」

　そのくすぐるような刺激に腰が引きつった。

　細い指が陰茎に絡みつき、きゅ、きゅ、としごき上げる。単純で、たどたどしい動きだ。だからこそ、愛しく感じてしまう。

　俺は濡れた肉の芽を親指の腹で押し潰しながら人差し指と中指を淫唇のその奥にある、膣穴へと差し込んだ。

「ふやぁっ、あっ、あっ、んぁあぁっ……克樹さ、ん……っ」

　じゅぷじゅぷと出し入れを繰り返すたびに麻友の身体は俺の腕の中でびくびくと跳ねる。それでも麻友は俺のペニスから手を離さず、陰茎への愛撫を止めなかった。

　淫唇に指を出し入れするたびに秘肉がねたりと絡みついてくる。お湯と泡のおかげか、いつもよりも激しくぬちゃぬちゃと水音が立つ。

　同時に麻友の手がペニスを撫でつけてくる。陰茎の表面を指が滑り、手のひらが亀頭の表面をやわく撫でつける。それは愛撫というよりも動物をかわいがるような、慈しむような手つきだった。

　それでもいまの俺には充分な刺激だった。

　いや、いまの俺だからこそ、そんなささやかな触感が気持ちよかった。

　麻友の手の中で俺のペニスは反り返り、むくむくと海綿体をふくらませていた。

「克樹さ……気持ち、いいです、か……？」

　反応でわかるのか麻友はうっすらとほほ笑んでくる。

「ああ」

　俺は素直にうなずいた。

「気持ちいいなら、よかったです……んぅっ」

　ペニスにゆるい愛撫を受けながらも俺は麻友の淫唇に触れている指をく、と折り曲げた。指を動かし、膣穴の粘膜を軽く爪でひっかく。

「やぁっ、あ、あぁぁ……っ！　ん、克樹、さ……っ」

　俺に肩を抱かれたまま麻友は身体を震わせた。

　身体を震わせながらも、陰茎をぐ、と握り込む。

　ペニスをぬちゃぬちゃと磨き上げられながら、俺は麻友の淫唇を弄もてあそんだ。

　ぴちゃぴちゃぴちゅぴちゅと水音が風呂場に反響する。

　どっちがどんなふうに立てた音なのかわからない。




　――ただ、麻友と触れ合えているという実感がある。




　愛しいと思える相手と触れ合えることがどんなに満たされることか。

　淫唇を指でかき回し、秘肉の粘膜を擦りつけ、勃起したクリトリスをこりこりと押し潰す。ぬちゅぐちゃと湧き立つ水音が俺を興奮させる。指の動きが自然と増す。もっと気持ちよくさせてあげたい、そう思う。

「あっ、あっ、ん、あぁあ……！　も、だめ、です……！　イくっ、イっちゃいます……！　あっあっあっあっ、ふぁあぁあぁああぁっ」

　びくっ、びくっ、びくんっと全身を引きつらせ、麻友は俺の腕にくたりと重みを傾けてきた。口からは荒い息がはふはふとこぼれている。

　なのに。

「克樹、さ……克樹、さん……」

　力の入らない手を伸ばして、麻友は俺のペニスを愛撫し続けた。

　俺の胸板にひたりと身体を寄せながら陰茎をぬるぬると磨き上げる。その刺激は緩く、やわく、つたなくて、表面をくすぐるくらいにしかならなくて。

　だけどその生ぬるい刺激はじわじわと俺を追いつめる。













「……麻、友……っ」

　びくりとペニスが跳ね、麻友は亀頭をカリ首ごとぎゅっと覆った。さわりと鈴口に触れられた。

　――どくっ、どくっ、どくっ。

　俺は麻友の手のひらに精液を吐き出していた。

「へへぇ……[image: ]」

　麻友は白濁とした液体で塗れた手のひらをねちゃりと開き、満足そうににへらと笑った。五指に絡みつく液体は決してボディソープだけではない。

　無邪気なようで、淫猥なその仕草しぐさ。

「……バカじゃねーの」

　俺は思わず、つ、と視線をそらした。

　絶頂を迎えた俺たちはしばらく荒い呼吸を繰り返した。

　まだ、足りない。

　まだ満足していない。

　もっと触れ合うことを身体の奥底から望んでいる。

　もっと密に。もっと深く。

　俺は半開きになっている麻友の唇に自分の唇を重ねた。

「……ん……っ」

　濡れた唇を深く深く重ね合い、舌と舌を絡め合う。唇を離せば唾液の線が唇をつなぎ、ぷつんとちぎれる。

「――麻友……挿いれたい」

「いい、ですよ」

　優しく、しかしどこか淫らに麻友はうっすらとほほ笑んだ。
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　俺たちはお湯で満たされた浴槽にふたりで入った。

　俺が浴槽の縁にもたれかかるように座り、麻友が俺の脚のあいだに入って座った。アパートに備えつけの浴槽はかなり狭くて、それだけでぎゅうぎゅうになってしまった。

「そ、それでは、失礼します、ね……」

　麻友は自分の身体を軽く持ち上げ、俺の勃起しているペニスを淫唇へとひたりと押し当てた。

「ん、んんぅ……っ」

　軽く身体を震わせながら麻友は腰を落としていく。ペニスがするすると淫唇へと呑み込まれていく。お湯の中にいるせいか、いつもより抵抗がないように感じられる。

「はぅ、う、んんんっ……ひゃうぅぅうううぅ……っ」

　陰茎の根本までひたりと膣肉に包み込まれ、亀頭の先端がこつんと最奥の柔肉に触れた。

「全部、入りまし、たぁ……」

　恍惚とした声で麻友はつぶやいた。

「麻友……」

　俺は性器をつなげたまま麻友の身体をうしろから抱きしめた。背後からうなじへと顔を埋めれば、ボディソープの香りが鼻腔をかすめる。

「ん、くすぐったいです……」

　ふわりと笑う麻友の横顔はどこか艶っぽく、俺よりも年上に見えてしまう。

　陰茎を膣ひだで包まれる感覚は気持ちよかったが、こうやって麻友の身体を直に抱きしめることも充分に心地よかった。

「動き、ますね……」

　麻友は風呂の縁を両手でつかみ、腰を浮き上がらせた。するる、と陰茎が粘膜に擦り上げられながら半分ほど引き抜かれる。かと思った直後に腰は落とされる。その繰り返し。

「ひぁっ、あっ、あっ、んぅっ」

　麻友が身体を動かすたびにぴちゃぴちゃとお湯が跳ねる。お湯の表面が揺さぶられる。

　接合部からこぼれた音ではないはずなのに、妙に生々しさを感じる。

　浴槽に溜められたお湯は普通に入れば充分に熱さを感じるほどであったが、それよりも身体の一部、つながっている箇所にもっとも熱を感じる。

「んっ、あっ、あっ、ふぁっ、あっ、ん、んぅっ」

　短いリズムで嬌声をこぼしながら身体を動かし続ける麻友。

　細い身体が動くたびに膣ひだが、粘膜が、陰茎をねちねちと擦りつける。接合部から染み入ったお湯がペニスに触れるのもなにか妙な感じがする。お湯の中でも膣肉はぬめぬめと蠕動ぜんどうし、ペニスに快楽を与えてくる。

「克樹さん……克樹さん……っ」

　俺の名前を呼びながら麻友は身体を揺らした。

　その必死さがたまらなくて、愛しくて、俺は麻友の身体を抱きながら腰を突き上げた。

「ふぁあぁああああぁぁ……っ！　やあぁっ、あ、んンッ」

　子宮口をごりごりとえぐると、麻友は身体を仰け反らせた。濡れた黒髪が俺の鎖骨に触れて、くすぐったかった。

　麻友がそばにいる。この手で触れている。密着している。




　――身体が熱い。




　湯にあたってしまったのかと思うほどに頭がぼんやりとする。

　そのせいなのか、麻友の小さな背中に密着している胸板を、麻友の頼りない細さの脚が触れている太ももを、そして性器と性器をつなげている箇所を意識してしまう。

　いまの俺には麻友がいる。

　生きるのが面倒だとなにもかも投げ出していたころとは違う。

　麻友の小ぶりな尻たぶを下から打ちつけ、膣奥の柔肉をこつこつと叩きながら、麻友の身体をお湯の中で撫でつけた。

　手のひらで乳房のやわい丸みを撫でつけ、ピンと張り詰めた乳頭を指の腹で潰した。

「ひゃあぁっ、やぁあぅううんんんンッッ」

　途端に膣肉がきゅっとペニスを絞り込み、ひだのひと筋ひと筋が陰茎に絡みつく。最奥の柔肉はひくひくと収縮を繰り返していた。

　麻友を感じる。

　この手に。この全身に。

「ふぁ、あ、あ、あ、……んんあぁっ」

　俺が動くと同時に麻友も身体を揺さぶる。ひくつく粘膜を亀頭へ、カリ首へ、裏筋へ、陰茎へ擦りつけてくる。お湯とは違う粘液がペニス全体にぬらりとまとわりつく。生ぬるさの中で俺のペニスはびくりと跳ねた。

「やっ、あぁぁあぁ……っ！　克樹さんのおち×ちんが、びくってぇ……！　あっ、あっ、ひうぅううぅ……っ」

　麻友が身体をくねらせるとともにその蠢動が陰茎に伝わる。きゅぽきゅぽと淫唇が、秘肉が、ペニスの根本を絞り上げる。

　絶頂へと誘ってくる。

「麻友……俺、もう……」

「ど、どうぞ、克樹、さ……！　私の中で、なかで、出しちゃってくださ……ん、んんっ」

　はふ、はふ、荒い息を繰り返しながら麻友は腰の動きを速めた。水面がびちゃびちゃと揺れてその激しさを示していた。

　俺は麻友の腰をつかみ、ぐ、と亀頭で膣肉をえぐった。

「ひゃあああぁぁっ！　やぁあああぁっ、あぁ……っ！　ひっちゃ、イっちゃいます……っ！」

　風呂場の壁に麻友の嬌声が反響する。

　膣肉が痙攣けいれんし、脈打ち、牡の性器を絶頂へと誘う。精子を受け止めるためにいまかいまかと蠢うごめき、包み込む。

「麻友……っ」

　細い身体を両腕で抱き込み、俺は麻友の胎内へと精を解き放った。

　――とく、とく、とく、とく……。

　膣内へと精液を吐き出す感覚が心地いい。

　精液を受け止めた膣肉がひくひくと震える。絶頂後の鈴口をくすぐる感触に俺は身体をわずかに震わせた。

「えへへ、克樹さん……いっぱい、出してくれましたね……」

　ぼんやりとつぶやく麻友の身体がくたりと俺の胸板に傾けられる。とくとくと鼓動を感じる。それはきっと麻友も同じで。

　俺たちは身体をつなげたまま、しばらくお互いの鼓動を感じていた。
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　絶頂を迎えたあとも俺たちはしばらく抱き合っていた。

　ふたりも無理やり入ったせいか浴槽の中にお湯はそれほど入っておらず、しばらくもしないうちに寒さを感じるくらいにぬるくなっていた。

　それでも俺たちは浴槽から出ずにお互いの体温を感じていた。

「克樹さん」

　俺の腕に手を重ねながら麻友は俺の名を呼んだ。

「私はとっくの昔に決めたんです。あなたと一緒にいること、あなたを幸せにすること。だから、ですね……つらいときがあったときは甘えてくれてもいいんですよ」

　ああ、俺もだ。

　抱きしめる腕に力を込めた。




『血がつながってないのなら、身体をつなげたら家族になれるって言われたんです』




　かつて麻友が口にした言葉。

　そんなわけはない。もし身体をつなげたくらいで家族になれるのなら世の中そんなに難しくない。

　けれども俺たちが身体をつなげているのは、傷の舐め合いだけじゃない。

　幸せになりたいから。

　幸せになってほしいから。

　そう思えるのは……家族だからといってもいいものだろうか。

　きっといいはずだ。

　胸からとくとくと伝わる鼓動がそう教えているような気がした。




「へっ、くちっ！」

　突然麻友が小さなくしゃみをした。

「なんだよ、おまえ……シリアスなセリフ言ったあとに空気壊すようなことするんじゃねーよ」

「そ、そういう言い方ありますかっ!?　くちゅんっ！」

　麻友はもう一度くしゃみをした。

「そろそろ出るか。腹減ったし、な」

「克樹さん……もう大丈夫です？」

「大丈夫だよ、心配すんな」

　おまえがいるからな、という言葉はさすがに出さないでおいた。

　代わりに麻友の頭をひと撫でした。






◆12月、２週目





　本田さんに遊びに誘われた、一緒に行かないか、と麻友に言うと、麻友は数秒考え込んだあとに、

「いいですよ」

　と軽く答えてくれた。

　拒絶されるかも、下手したら嫌味を言われてしまうかもと思っていた俺は拍子抜けした。




　というわけで、土曜日。

　俺と麻友は待ち合わせに指定された駅に向かった。

「あ、おーい。比良くーん、こっちこっち」

　かけられた声の方向に顔を向けると灰色のコートを着た本田さんが手を振ってきた。

　ちなみに今日の麻友は茶色のダッフルコートを着ている。襟首付近がもこもこの毛に覆われていていかにも暖かそうだ。

　今日の天気は晴れ、空は薄水色に澄みわたっていた。

　それでも空気は冷たく、吐き出す息はかすみを帯びていた。

「麻友ちゃん、こんにちは。プール以来だね」

「こんにちは本田さん。今日はよろしくお願いします」

　麻友は本田さんに向かって深々とお辞儀をした。

「やだぁ、そんなかしこまらなくてもいいから。私のことはそうね、お姉ちゃんって思ってくれていいから」

「お姉ちゃん……お姉さま？」

「ぶほっ」

　麻友の言葉に思わず俺は噴き出した。

　反面、本田さんはパァッと顔を輝かせた。

「お姉さま!?　いい、すごくいい！　その響きいい！　そんなふうに呼ばれるのちょっと憧れてたの！　お願い、もう１回呼んで？」

「お姉さま[image: ]」

「麻友ちゃん……[image: ]」

　本田さんと麻友はふたり熱い視線を交わし合った。

　なんだ、なんなんだこの空気は。

「ああ～、いいわぁ～、こういう学生生活に憧れたこともあったの～」

　ほうっとため息を吐く本田さんに俺はどんな顔を見せればいいのかわからなかった。

「ねぇねぇ比良くん、この子もらっちゃっていい!?　大丈夫、ちゃんと大事にするから！　ね？」

「ダメです。麻友は物やペットじゃありません」

「ペット……そういう扱いも憧れますね、克樹さん」

「おまえは話をややこしくするな！」

　そんなことを話しながら俺たちは移動した。




　一緒に遊ぼうなんて言われても、正直言ってどこに行けばいいのか俺にはわからなかった。高校を卒業して以来、俺は友だちと遊ぶなんてことをやっていなかったから。

　その点に関しては麻友も同じようなものだろう。いまのいままで母親につき合う友だちを決められていた。まともな知り合いができたのはつい最近らしい。




「あの、ですね。どこに行くか任せてもいいですか？」

　俺は本田さんに聞いた。

「うん、いいよ。本田さんに任せて[image: ]」

　本田さんは快く了承してくれた。
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　本田さんの案内で向かったのは駅から少し離れた場所にあるアウトレットモールだった。

　さまざまな店舗が連なるモールで、本田さんは女性向けのブランドを扱っている店にばかり入っていった。

　実際に買うことは少なく、ハンガーラックにかけられていた服を次から次に手に取っては麻友の前に掲げたりしていた。

「麻友ちゃんは、このシャツとか着たらどうかな？」

　本田さんが持ってきたのは襟首の大きく開いたシャツだった。胸のあたりでセンスがあるともシュールともいえる謎のキャラクターが笑みを浮かべていた。

「え、えぇと……いいかもしれませんね……」

「それで、こっちのスカートを着るの。うん、完璧っ」

　フレアのミニスカートを差し出しながら本田さんはにっこりと笑った。そのスカートも赤と黒の派手な配色だ。

　麻友は困ったように苦笑していた。

　普段無地のブラウスやトレーナーばかり着ている麻友にとっては少し抵抗のある格好かもしれない。

　助けを求めるように麻友が俺のほうを見てくる。

　俺は見なかったことにして顔をそらした。

「試着してみたら？　麻友ちゃん」

「わ、わかりましたっ」

　麻友は渡されたシャツとミニスカートを抱え、カーテンで区切られた試着室へと向かった。

　さっきからずっとこんなふうだ。

　あちこちの店に入っては麻友に着せる服を選び、試着させている。

　おかげで俺はやることもない。

　さすがに店の中で煙草を吸うわけにもいかず、俺は退屈からこぼれる生あくびを噛み殺していた。

「麻友ちゃんいい子だね」

　なにをするでもないままでいる俺に本田さんが話しかけてきた。

「そうですね」

「泣かせたらダメだよ」

「わかってますよ」

「あ、でも別の意味でなら、なかせてもいいかも」

　にひひ、と底意地の悪い笑い方をする本田さん。

　別の意味ってどういう意味だよ……まったく。

　そんなくだらないことを話しているあいだに試着室のカーテンが開いた。

「…………」

　そこには本田さんの選んだシャツとミニスカートを着た麻友が立っていた。落ち着きなさそうに髪の毛を指でいじりながら脚をもぞもぞと動かしている。

　いつもの麻友とはかなり違う雰囲気だ。いつもの麻友が優等生風なら、いまの麻友は繁華街で遊んでいる普通の女子学生に見える。

「ど、どうですか？」

　頬をわずかに染めながら麻友はちらちらと視線を向けてくる。

　ほら、とばかりに本田さんが俺の背中を軽く叩く。

「……たまにはそういうのもいいんじゃねーの」

　俺は麻友から視線をそらしながらつぶやくように言った。

「うーん、比良くん。40点ね。もっと女の子が喜ぶようなことを言いなさい」

「なっ！　ほ、本田さんにそんなこと言われる筋合いありませんよ！」

　俺は思わず叫ぶ。

「仕方ないんです、克樹さんはロマンがない人ですから」

「ロマンがない男なのね。それじゃ仕方ないか」

　本田さんと麻友は俺を見ながら深々とため息を吐いた。

　俺を挟んで意気投合するなっつーの。
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　いくつかの店を回った俺たちはモールにあるフードコートに行き、ハンバーガーのセットを買った。

　空いている席を探して座り、俺たちはそれぞれに買ったバーガーやポテトにかぶりついた。

「……んむ、……はむ」

　食べ慣れないのか、麻友は少しずつ少しずつハンバーガーを口に運んでいる。

「ところでさー」

　ポテトを食べていた本田さんが口を開いた。

「どうして比良くんと麻友ちゃんは一緒に住んでいるの？　親戚っていうのは嘘なんでしょ？」

「ぶふっ」

　俺は飲んでいたコーラを思わず噴き出しそうになってしまった。

　あいかわらずどうして本田さんは人の言われたくないことにずばずば踏み込んでくるんだろう。

「そうですね、ちょっとした事件がありまして」

　食べかけのハンバーガーをトレイに置き、麻友は苦笑した。

「ちょっとした事件？」

　それってなぁに？　とばかりに本田さんが無邪気な、ある種悪意のない視線を向けてくる。

「い、いや、本当にちょっとした事件なんです。たいしたことないですからっ」

　俺はあわてて横から口を出す。

「えー、そういうこと言われると余計に気になるかなぁ」

「本田さん」

　麻友は本田さんの目をじ、と見た。その直後にやわらかくほほ笑んだ。

「本当にたいしたことじゃないんです。でも、話すと少し長くなりますかね……」




　そして麻友は話し出した。

　自分の母親の恋人に身体を狙われたこと。家を出てコンビニの前に立っていたこと。そこで俺と出会ったこと。７日間限定の共同生活を始めたこと。

　そして無理やり母親の恋人に家に戻されたこと。

　犯されかけたところを俺が助けたこと。




　俺がなにかを話すことはなかった。ただ麻友が淡々と語り続けるのを黙って聞いていた。

「克樹さんは私を助けてくれた人です。いわば、ヒーローともいえる存在です」

　そこまでいえる存在か？

　無性に恥ずかしくなった俺は顔をそらして頬をかいた。

「そっかぁ……たいへんなことがあったんだねぇ」

　麻友の話を聞いた本田さんは深くため息を吐いた。

「だから、克樹さんは私が幸せにするんです。そう決めたんです。本田さんには渡しません」

　にっこりと笑いながら麻友は強く宣言した。

「うーん、でもさぁ、麻友ちゃんが比良くんに助けてもらって比良くんを好きになるのはわかるよ？　でも比良くんの気持ちも大切だと思うんだよねぇ。比良くんが誰に幸せにしてもらいたいかは比良くんが決めるべきだと思うよ」

「それなら大丈夫です。克樹さんは大きな声で私のことが好きだと宣言してくれましたから」

　なんてことをさらりと言いやがるんだ、麻友は。

　隣にいる俺は居心地の悪さに目線をそらし続けることしかできず、ただひたすらに顔の熱さを感じていた。

「好きな相手はいつまでも同じとは限らないものだよ？　それに比良くんってばヘタレじゃない？　ちょっと押したらぐらりと傾きそうなのよね。ちょっと試してもいい？」

「うぐぅっ、確かに克樹さんはヘタレ、ヘタレオブヘタレのヘタレキングです……だからこそダメです！　私の目の黒いうちはそんなことは許しません！」

　ヘタレ、ヘタレってうるせーな。

　妙なところで同調するんじゃねーよ。

「あのねぇ、このあいだうちの職場で比良くんと私……」

「っわぁー!?　へんなこと言わないでください、本田さん！　べつになにかあったわけじゃないでしょう!?」

「むむぅ～……職場でいったいなにがあったんですか、克樹さん」

　ジト目で麻友がにらんでくるし。

　気まずくなった俺はコーラをずずっと吸い上げた。

「うん、でも麻友ちゃんのおかげで比良くんちょっと変わったと思うよ」

「……変わりましたかね」

　いまだににらんでくる麻友から視線をそらしながら俺は本田さんに聞いた。

「なんていうかさ、前は話しかけても一線引いてる感じだったんだけど、いまは前より雰囲気やわらかくなって話しかけやすくなったかなぁって」

　そんなこと言われても自分ではよくわからない。本田さんは前もいまも変わらずに俺に話しかけてくるから。

　しかし変わったかと聞かれると。

「そうかもしれませんね」

　麻友と出会ってから、目に見える世界が変わったような気がする。

　前の俺には世界はもっと冷たいものに見えていた。俺のような面倒くさいクズのことなんて、誰もかれもが本性を知れば離れていくに違いないと思っていた。俺になんて存在価値がないように思えた。

　麻友と出会ってから、こんな俺でも他人と関わりを持っていいのだと思えるようになった。

　だから俺は麻友に惹かれた。

「むむむむむ～、私のいないところでそんなに本田さんと仲良くしてるんですか……。もう知りません！　私の知らないところでイチャイチャしてるような人のごはんには、わさびとからしと唐辛子をたっぷり練り込んでやるんですからっ」

「だからなにもなかったって！　イチャイチャもしてない！　食べ物を粗末にするようなことはやめろっ」

「いやですっ！　私は超怒ってます。スペシャルアングリー麻友ちゃん爆誕の回です」

「わけのわからないこというな……」

　ぎゃいぎゃいと言い争う俺たちを見て本田さんはにやにやと笑っていた。






◆12月、３週目





　12月も半ばを迎え、寒さはいよいよ本格的なものへと変わっていた。

　築30年の古い木造アパートではあるが、改築を繰り返しているおかげかそれなりに部屋の中は暖かかった。大家のきまぐれでオンボロだったエアコンが新品へと取り換えられたのもある。

　寒い冬はそれなりに快適に過ごせそうだった。




「思ったんですけど」

　夕飯を作りながら麻友が俺に話しかけてきた。

　ちなみに今日のメニューはおでんだ。下ごしらえさえしてしまえばあとは煮るだけ。野菜が足りないからと麻友はサラダも作っていたが、それも終わってしまったようだ。

「この包丁もお鍋ももともと克樹さんの部屋にあったものですよね」

「だな」

　麻友が俺と一緒に住む前から鍋も包丁も部屋にあった。麻友が一緒に住んでからは細々とした調味料や道具も買いそろえた。

「誰かからもらったんですか？」

「いや、俺が買った」

　ここに引っ越してきたときに必要になると思って。

　結局、あまり使うこともなく麻友が来るまではほこりを被っているような状態だったが。

「つまり、使うつもりだったんですよね？」

「そうだな」

「……どこかにカチコミに行くつもりだったんですか？」

「ぶほっ！　なんでそうなるんだよ！？　カチコミって俺はどこの任侠映画の登場人物だっ！」

「こう、鍋のフタを盾にして、包丁を武器にしてですね……」

　そう言いながら麻友は実際に鍋のフタを左手に、包丁を右手に装備した。シュールな姿だ。

「ＲＰＧのキャラでもそんなん装備しないぞ……」

「違うんですか？　じゃあどうして買ったんですか？」

　本当の本当にわからないとばかりに麻友は首を傾げた。

「どうしてって普通に料理に使うためだろ」

「ええええぇぇぇぇぇえぇぇぇぇぇええぇぇぇええっっっ!?」

　麻友は大きく仰け反って目を見開いた。

　なぜにそんなに衝撃を受ける必要があるか。

　正直言って、傷つく。

「か、か、克樹さん、りょ、料理するんですか……？」

「するぞ。…………たまにだけど」

　本当にたまにだけども。

「な、なにをっ、なにを作るんですかっ」

　目を好奇心でキラキラさせながら麻友は俺に顔を寄せてきた。

　俺はその視線からわずかに顔を背けながら答えた。

「ま、まぁいろいろ、だな」

　カレーとかシチューとかカレーとかシチューとかカレーとかシチューとかカレーとかシチューとか……カレーとか、シチューだ。

　もちろん麻友が作るような小麦粉やスパイスを使ったものじゃなく、市販のルーを使ったものだ。切って煮込むだけでそれなりに食えるものになるのはいいことだ。

「そんな必殺技あるならもっと早く出してください」

「簡単に出ないから必殺技って言うんだよ。……ま、俺が本気出したら木っ端みじんになるからな。いろいろと。この町とか」

　自分で言っててわけがわからない。

「むむぅ～。でもそっかぁ、克樹さん料理できたんですねぇ……」

　ふむふむと麻友はうなずきながら深く感心している。

　なぜだろう、嫌な予感がする……。

「克樹さん、明日お仕事休みですよねっ」

「あ、ああ……」

　この数ヵ月の同棲生活のおかげですっかりシフトは把握されてしまった。

「いろいろ作れるんですよね。私、おしゃれなうちカフェとか憧れてたんですよっ」

　両手の指を絡め合わせながら麻友はうっとりとつぶやいた。

「ま、待てっ！　俺は作るなんてひと言もいってないぞ！」

「えぇ～、いつも私ばかりごはん作ってるじゃないですかぁ。たまには克樹さんが作ってもいいと思うんですよー」

　唇をとがらせながら麻友はぼやく。

　確かにいつも麻友に作ってもらってばかりだ。たまには俺が作ることがあってもいいだろう。だけどそれはカレーとかシチューとか……せいぜいチャーハンか野菜炒めくらいで。

　おしゃれなうちカフェなんて作れるわけないだろ！

「うふふふ～」

　麻友の目が期待にキラキラと輝きながら俺を見つめてくる。

　俺はその視線から逃れることができなくて、つい。

「……………………わ、わかった。任せておけ」

　なんて答えてしまった。




　どうしてこうなった。
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　その日の夜から携帯電話でインターネットを検索し、適当なレシピを探した。そして材料と作り方をメモり、その日は寝た。

　朝になり、麻友の作った朝食を食べた。

「うふふふふ～、克樹さんの作ったごはん楽しみですー」

　そんなことを言いながら麻友は短大へと向かった。

　麻友に頼まれていたので食器を洗い、だらだらとすごしているうちに昼になった。俺はカップ麺を食べて、昨日調べたレシピをもう一度確認した。

　予定しているメニューはカルボナーラとサラダとスープ。それにデザートにケーキだ。

　よくわからんが俺にも作れそうな気がしたからそれに決めた。本当によくわからんが。レシピにも『簡単』って書いてあったし。

「パルメザンチーズってなんだ……粉チーズでいいのか……ややこしい……」

　ケーキは適当な店で買ってくるからいいとして、ほかのものは材料を買ってこなければいけない。

　俺はひさしぶりにスーパーというものにひとりで出かけ、材料を購入した。

　……生クリームってこれ、だよな……牛乳みたいなパックに入ってるけど間違いないんだよな？　ホイップクリームとはなにが違うんだ？

　ああ、面倒くせえ！　いっそパスタコーナーにあったレトルトのカルボナーラソースを買ってこようか？

　でもそんなことしたら麻友に「いろいろ作れるって言ったのにレトルトですか……幻滅です」なんて言われかねないし。

　結局俺はレシピに書かれていた材料を買ってアパートに戻った。

「あ、克樹さん。おかえりなさい。そしてただいま、です」

　ちょうど麻友が短大から戻ってきたところだった。

「は、早かったな」

「短大だからこんなものですよ。克樹さんも買い物終わったみたいですね」

　ふむふむと麻友は俺の持っているスーパーの袋をのぞき込んできた。

「あ、えらーい。ちゃんとレタスもトマトも買ってます。生クリームもあるんですね。私、てっきり面倒くさがってレトルトやお惣菜コーナーの買ってくると思ってました」

「は、はは……そんなわけないだろ……」

　軽く目をそらしながら俺は答える。

　まさか本当にそうしそうになったなんて言えるわけがない。

　……というかもう少し早く買い物に行ってレトルトでごまかせばよかったかもしれないと思った。いまさらなんだが。

　こうして逃げ場を失った俺はレシピをにらみつけながら『おしゃれなうちカフェ』を作ることになった。

　まずはパスタを茹でるお湯を用意しながら、生クリームと牛乳と卵黄と黒コショウとパルメザンチーズを混ぜなければいけない。

　黒コショウ、パルメザンチーズ少々ってなんだよ……少々ってアバウトすぎるだろ……。

　いまさらながらレシピに突っ込みたい。

　っていうか卵黄ってどうやって白身の中から取ればいいんだ。

　ボールに割り入れた卵を箸で取ろうとしたらぷつりと破けてしまい、白身と混ざってしまった。

　うしろで興味津々に見ている麻友は……気づいてなさそうだ。

　このまま卵黄も白身も混ぜてしまおう。卵は卵だ。好き嫌いはいけない。

　そして今度はにんにくをみじん切りにしなければいけない。こんなのは簡単だと思っていたら、にんにくの皮を剥くのが面倒で結構手間取ってしまった。

「克樹さん、お湯もう沸騰してますよ？」

「あ、ああ、わかってるっ」

　俺は用意したパスタを鍋の中に放り込む。レシピだとすでににんにくを炒め始めていなければいけないのに。俺はあわててにんにくをぐちゃぐちゃに切り刻み、オリーブオイルをひいたフライパンへと投入した。

　フライパンからおいしそうな香りがじゅうううと広がっていく。

　うん、こうしてると料理してるって気がしてくるな。

　パチパチパチ、とフライパンのにんにくは激しい音を立てていた。

「克樹さん、にんにく焦げすぎです！　そこは弱火じゃないんですかっ!?」

「うわっ、そうだった！」

　俺は強火にしていたコンロの火を弱くする。

「えーとえーと、次はベーコンを炒めるんだな……」

「って克樹さん！　そのベーコンまだ切ってませんよ!?」

「ジョ、ジョークだ！　軽いジョークだ！」

　俺はパックから取り出したベーコンを雑に切ってフライパンに投入した。

「ああっ！　そういえばサラダ作ってなかった!?　スープもだ！」

「大丈夫です！　サラダは切って乗せるだけですから！　克樹さん、あわてないでください、はい深呼吸。ひっひっふー、ひっひっふー」

「ひっひっふー、ひっひっふー……ってそれはラマーズ法じゃねーか！」

「突っ込むくらいの余裕はあるんですね！」

「まったくだな！」

　そんなこんな騒いでいるうちにパスタは茹で上がり、俺はパスタとさっき混ぜた調味料を絡めて炒めた。

　すでに俺の精神はボロボロだった。

「ど、どうだ。できたぞ……」

　謎のかたまりがあちこちにできているカルボナーラ、と思われる物体が。にんにくは黒く焦げているし、激しく見た目が悪い。

　サラダどころかスープを作る余裕さえも完全になかった。

「克樹さん、いろいろ作れるって嘘だったんでしょう。どうせ、カレーとシチューしか作ったことないんでしょ？」

　麻友がジト目で俺のほうを見てくる。

「ふ……バレてしまってはしょうがない」

「へんなところでかっこつけないでください」

「うぐっ」

「まったく克樹さんってば、できないならできないって素直に言えばいいんですよ」

「…………」

　深々と呆れたため息を吐く麻友に俺はなにも言えない。

「……でもがんばったことは認めないといけないと思います」

　麻友はくすりとほほ笑み、俺の頭へと手を伸ばしてきた。

「えらーいえらい、です」

　さわさわと撫でつけられる手がくすぐったい。

「……おう」

　俺は黙って麻友の手に撫でられるままになった。

「サラダは一緒に作りましょうね。スープは……なくても大丈夫ですよ」

「……すまん。俺が全部作る予定だったのに」

「いえ、いいんですよ。克樹さんが私のためにがんばってくれたことがうれしいですから。トマト、切りますね」

　麻友が包丁とトマトを手にしたときだ。




　ピンポーン。




　玄関のチャイムが鳴った。

「あ、俺が出る」

　ちょうど手になにも持っていない俺が玄関に向かうことにした。

　特になにも考えていなかった。

　だから扉の向こうに立っていたそいつと出会ったのは不意打ちに等しかった。

「やぁ、克樹……」

　白髪の混ざった頭の男が苦笑いを浮かべながら俺に話しかけてきた。

「とう……」

　言いかけて、やめた。

　こいつのことは親父とも父さんとも口に出したくない。

「……二度と来るなって言っただろ」

「それはそうなんだが、大切な話があってね……」

「…………」

　正直言ってこれ以上顔を合わせたくもなかった。が、その大切な話とやらのせいでこいつはまた来るかもしれない。そのとき相手をするのは俺じゃなくて麻友かもしれない。

　それはものすごく嫌だな。

「……わかった。でも部屋には入れない」

　いまのこの部屋は俺と麻友が住むための空間だ。こいつには一歩も立ち入ってほしくなかった。

「いいよ、それで。じゃあ、どこか行こうか？」

　目の前にいる男は力なく笑った。そういう顔をするやつだったっけと、ふと思った。

　俺は一度部屋の中へと戻った。

「麻友、ちょっと出かけてくる。先に食ってていいから」

　俺はそこらへんに置いていた上着をつかみながら麻友に言った。俺の顔を見た麻友の目が不安げに揺れる。俺はそんなに厳しい顔をしているんだろうか。だろうな。

「……誰が来たんですか？」

「親父だ」

　麻友にひと言だけ答えた俺は麻友に顔を見せることなくアパートを出た。
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　親父を連れた俺は近くにある喫茶店へと移動した。

　近くに住んではいたが、いままで一度も入ったことがない場所だった。

　アンティークというべきか、古いというべきか迷う雰囲気の店で、クリスマスが近いせいか、店の中には小さなツリーが飾られていた。

　夕飯時にはまだ少し早いせいか、客の姿はほとんどなかった。喫煙か禁煙か聞かれることはなかったが、適当に座った席には灰皿が用意されていた。

　俺は上着のポケットから煙草とライターを取り出し、火をつけた。

「煙草、吸うようになったんだな。そうだな、克樹ももう成人してるしな」

「…………」

　その言葉にはなにも返さず、俺は煙草を吸い続けた。

　親父はどこかおどおどとした視線を向けるとそれ以降、口をつぐんだ。

　なにも話さない俺たちのところに店員がやってきて注文を聞いた。俺も親父もコーヒーを頼み、店員は俺たちの前にお冷の入ったグラスを置いて立ち去った。

「どこかで働いてるのか？　この前会ったとき、スーツ着てたし」

「いや、ただのフリーターで、就職活動中だ。誰かさんのおかげで、大学行けなかったしな。おかげで苦労してるよ」

「はは……」

　苦笑いを薄く浮かべる親父を俺はギッとにらみつけた。親父は顔を背ける。

　あんたには笑う資格だってないはずだ。

　しばらくすると、店員がやってきて俺と親父の前にコーヒーで満たされた白いカップを置いた。妙な雰囲気のせいか店員が怪訝けげんな顔をしていたような気もする。

「で、大切な話ってなんだよ」

　さっさと終わらせたかったので俺のほうから話を振った。

「ああ、じつはな……父さん、もうお金ほとんど持ってないんだ」

「自分で通帳持ち出して逃げたくせに？」

「あ、ああ、うん。あのときは私も浮かれすぎてて……金がなくなったら彼女にも逃げられてしまったよ」

　へぇ、逃げられたのか。いい気味だ。

「言っとくけど、金は貸さねーぞ。俺だってフリーターで余裕ないんだから」

「いや、さすがに息子に金を借りる気はないよ、いまのところは。……いままで住んでた家があるだろう？　あれを売ろうと思って」

「そんなのが大切な話かよ……俺もお袋もいないんだからもう勝手に売ればいいじゃねーか」

　親父もお袋もいなくなった家に独りで住み続けるのはつらくて、俺は家を出た。

　しかし家の名義は親父のもののままになっていたはずだ。

「ああ、母さんがいなくなったのは姉さ、植芝うえしばのおばさんに聞いたよ。おまえの住んでる場所もおばさんに聞いたんだ」

　植芝のおばさんというのは親父にとっては姉にあたる人物だ。

　俺がアパートで独り暮らしを始めるときに保証人になってもらった人だ。それ以外には最低限の連絡しか取っていない。どうして俺の住んでいる場所が親父にわかったのか疑問だったが、やっと納得できた。

「話はそれだけじゃないんだ。……おまえともう一度やっていきたいと思って。一緒に暮らさないか、克樹」

「な……」

　俺は持っていたコーヒーカップを落としそうになった。

「あんたはいまさらなにを言ってるんだ」

　声が震えそうになるのを抑えながらつぶやくように言った。唇の端がひくひくと引きつっていた。




　こいつと俺が一緒に暮らす？　冗談じゃない！




「私も……あのときは悪いことをしたと思っている。頭がおかしかったんだ。もう一度やり直す機会を私にくれないか、克樹」

「あんたが捨てたのは俺だけじゃない、母さんもだ！　母さんともやり直すつもりなのか？　あんたがいなくなってから母さんも男といなくなった。いまさら、やり直すなんてできるわけないだろ！」

「母さんは……」

　親父は深いため息を吐いた。

「おまえは気づかなかったかもしれないが、私たちの仲はとっくの昔に冷えきってた。仮面夫婦ってやつだったんだ」

「…………」

　俺は親父の言葉を否定することはできなかった。

　俺はいままで見ないふりをし続けた。自分のやるべきことだけをやっていればなんの責任も負わなくていいと思っていた。

　親父とお袋の仲がとうの昔に冷えきっていたことなんて気づきたくなかったはずだ。だから、気づかなかった。

「男と女というものはそういうものなんだ。たとえ若いときに永遠を誓ったとしても、年を取ればその気持ちも冷めてしまう。おまえはまだ若いからわからないかもしれないが、大人ってのはそういうものなんだ。私と母さんは別々の人生を歩み始めただけなんだよ」

　そういうもの？

　大人は簡単にくっついたり別れたりするものだから納得しろとでもいうのか？

「私と母さんのいざこざにおまえを巻き込んだのは悪かったと思っている。だからこそやり直さないか、克樹」

　親父は笑みを浮かべながら俺に告げた。

「……できるわけ、ない……っ」

　俺は声を絞り出した。

「あんたがいないあいだに、俺だって俺なりに生きてたんだ。いまの生活捨てて、あんたと暮らすなんてできるわけないだろ」

「ああ、おまえの部屋、女の子がいたもんな」

「…………っ」

　不意に麻友のことを話題にされ、俺は肩を震わせた。

「おまえみたいな勉強ひと筋だった子が女の子連れ込むなんて思わなかったけど、それだけおまえも大人になったってことだよな」

「大人に……？」

　親父の言う大人になったということなのか、俺が？

　一時の感情で簡単に人間関係をかき回すような大人に？

「女の子とつき合いだしたんだ、私の気持ちも少しはわかってくれるよな？」

　瞬間的に頭がカッとなった。気づいたときにはコップを手に持ち、その水を親父の顔にぶっかけていた。




「あんたなんかと一緒にするな」




　俺は財布を取り出し、コーヒー代には少し高い金をテーブルの上に叩きつけると、そのまま喫茶店から出ていった。
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　寒かった。

　それは暖房の効いた喫茶店から出たばかりだからというわけでもない。

　心身共に冷えきっているような気がした。




　……大人になった俺は親父と同じ存在なのだろうか。




　いまは麻友とともに歩みだしたいと思っている俺も、いつかはその気持ちも冷めてしまい、麻友を捨ててしまうのだろうか。

　親父と同じように。

　……他人とつき合うことは楽じゃない。

　一時の感情なんかで拾ったり捨てたりしていいものじゃない。

　それが責任を持つということだ。

　俺はこの先、麻友とつき合っていけるだろうか。

　麻友を悲しませずに済むだろうか。

　できるならそうだと宣言したかったが、いまの俺にはできそうもなかった。

　俺には親父の血が流れている。子供を捨てて、妻を捨てて、逃げ出した親父の血が流れている。

　いつか俺も親父と同じことをしそうで……それが怖かった。




　街を歩けばサンタの格好をしたやつがなにかのチラシを配っていた。クリスマスシーズンだからよく見かける光景だ。

「あっ、パパ！　あそこにサンタさんいるよ！　クリスマスにもボクんち来てくれるかな？」

「そうだね、おまえがいい子にしてたらきっと来てくれるよ」

　幼い子供を連れた父親が子供の頭を優しく撫でていた。




　俺がサンタクロースの正体を知ったのは小学校に上がる前の話だ。

　どうしてもサンタをひと目見たかった俺はベッドの中で寝たふりを続けていた。

　明かりを消した薄暗い部屋の扉が静かに開いたときは、心臓の鼓動が速すぎて寝たふりがバレるんじゃないかと思ったくらいだ。

　が、薄目を開けて確かめたサンタは、俺のよく知った顔をしていた。

　俺の枕元にプレゼントを置いたサンタ……親父は寝ている俺の頭をひと撫ですると、静かに部屋の外に出ていった。

　サンタの正体は知ってしまったが、俺の胸には温かなものが残っていた。

　……サンタはとても優しい顔をしていたから。




「……くそっ」

　なんでこんなこと思い出してしまったんだか。

　昔がどうであっても、いまの親父は家族を捨て、女と逃げて、挙げ句の果てに金まで使い果たしてしまった、ただのろくでなしでしかないというのに。

「麻友……」

　白い息を吐き出しながら、愛しい少女の名前を呼んだ。




　いまいちばん会いたくて、会いたくない。
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　すっかり薄暗くなってしまった道を歩き、アパートへと戻った。

　住宅街のあちこちから夕飯のおいしそうな匂いが漂ってくる。

　アパートの階段を上る前に、俺は自分の顔を両手で叩いた。

　情けない顔は見せられない。

　いつものように階段を上り、自分の部屋のドアを開いた。

「麻友。戻ったぞっ」

「おかえりなさい、克樹さん」

　麻友はやわらかくほほ笑みながら俺を出迎えてくれた。

　作り終えていたカルボナーラはフライパンの中に入ったままで、麻友が食事をした様子はなかった。

「先に食べてていいって言っただろ」

「いえ、せっかく克樹さんが作ってくれたんですし。あ、サラダはもうできてますよ」

　そう言いながら麻友は冷蔵庫の中からサラダを取り出した。

　カルボナーラは温め直し、皿に盛りつけた。

　俺たちは黙って食事を始めた。

　口に入れたカルボナーラは温め直したはずなのにぼそぼそとしていて、塩っからすぎて、あまりおいしくなかった。

「はは、おいしくないな。やっぱ、慣れないことはするもんじゃないな……」

「そ、そんなことありませんよ。ちゃんとおいしい、です……」

「無理してお世辞言わなくてもいいんだぞ」

　同じものを食べている俺がおいしくないと感じるのだから、きっと麻友にとってもおいしくないはずだ。

　カルボナーラがおいしくないのは、この場を流れるどこか気まずい雰囲気のせいもある。

　そして気まずい雰囲気を作っている原因はこの俺だ。

　俺たちは会話もろくにすることないままカルボナーラとサラダをもくもくと食べた。デザートにケーキを買っていたが、いまはそれを食べる気にはなれなかった。

「ちょっと待っててくださいね」

　ふと麻友は立ち上がり、小鍋に牛乳を注いだ。そしてコンロの火をつけて牛乳を温め始めた。なにをする気なんだと思っているうちに麻友は温めた牛乳をマグカップに注いだ。そしてどこにあったのか、はちみつをスプーン１杯ぶん牛乳に溶かした。

「はい、ホットミルクです。克樹さん、どうぞ」

「あ、ああ」

　俺は麻友の差し出すマグカップを受け取った。

　口をつけると牛乳はほどよく温かく、心と身体に沁みた。はちみつの甘さがじんわりと口の中に広がる。

「ほっとしますか？」

「……ああ」

　正直、カルボナーラなんかよりずっとずっとおいしかった。

「克樹さん」

　自分のぶんのマグカップを持ちながら麻友は俺に向かって笑みを向けた。

「いまの克樹さんには私がいると言ったはずです。もし話したいことがあるのでしたら、すぱっと全部吐いて楽になっちゃいましょう。いまならかつ丼だって出しちゃいますよ？」

「あのなぁ……」

　俺はなんの容疑者だ、と突っ込みたくなる。

　が、こういう空気をあえて作ってくれた麻友に感謝したい。

「親父と、会ってきた」

「はい」

　俺は親父となにを話したか、麻友に告げた。

　麻友は黙って俺の話を聞き続けてくれた。

「……正直言うとな、俺、自信なくなってきたかもしれない」

「なんの、自信ですか？」

　麻友の目が俺をまっすぐに見てくる。俺はその視線から目をそらしたくなったが、まっすぐに見つめ返しながら答えた。

「おまえとこのまま一緒にいていい自信が」

「…………」

「俺は結局、親父の子供だ。親父がしたように、いつか俺も家族を捨てて逃げ出すかもしれない……」

「いまの克樹さんは、私を捨てたいんですか？」

　じ、と俺を見つめながら麻友は聞いてくる。

　俺は正直に答える。

「違う！　俺は、おまえと一緒にいたい！　……できるなら、おまえも俺のそばにいてほしいと思ってる。……でも、おまえを泣かせることになるくらいなら……」

「それなら、大丈夫です」

　向かい合わせに座っていた麻友は俺の隣に移動してくると、俺の手をぎゅっと握りしめてきた。

「だって克樹さんと克樹さんのお父さんは違う存在でしょう？　将来同じことをするとは限らないじゃないですか。それよりもいまの克樹さんが私を想ってくれる気持ちのほうが大切です」

「いまの俺の気持ち……」

　いまの気持ち、か。

　俺は麻友と一緒に居続けたい。麻友を幸せにして、俺も幸せになりたい。

「……でもその気持ちもいつまでも同じってわけじゃないかもしれないじゃないか。俺は、おまえが言うとおりヘタレだから……っていてててててて!?」

　気づけば麻友は俺の手を強くつねっていた。

「もう！　あいかわらず克樹さんは面倒くさいひとですねっ」

「……おまえに言われたくない、って、痛い痛いつねるな！」

　俺の手をつねっていた麻友は今度は優しく手を重ねてきた。

「そんなの私だって保障できません。未来がどうなるかなんて、いまわかるわけないじゃないですか」

「だから……」

　だから、これからも一緒にいていいか悩んでいるんだ。

　暗い気持ちから解き放てられない俺に、麻友は言葉を重ねてきた。

「だからこそです。まだ起きていないことを悩むより、いまの気持ちを大切にしたいんです。……し続けたいんです。それだけじゃ、いけませんか？」

「…………っ」

　ああ、そうだな。

　俺はいったいなにを悩み続けていたんだろう。

　同じ血を引いているからといって同じ存在であるわけがない。

　将来同じことをするとは決められた話じゃない。

　俺は、俺たちは一歩ずつ、この人生を歩むと決めたばかりなのに。

　冷えきった心にぽんやりと熱が戻ってくるのを感じた。

「麻友。おまえがいてくれてよかったと思うよ」

「……素直に言われるとそれはそれでちょっと気持ち悪いですね」

「なんだよ!?　いまの俺の気持ちが大切って言ったのはおまえじゃねーか！」

「はいはい、大切です、克樹さんの気持ちは大切ですから夕飯のあと片づけくらいは手伝ってくださいね？」

「……わかったよ」

　俺たちは空になったちゃぶ台の上の皿を片づけ始めた。

　麻友が食器を洗い、俺がその食器をタオルで拭く。温水器から流れるお湯がぴちゃぴちゃと跳ねた。

「じつは、ですね」

　食器の洗剤をお湯で流しながら麻友はつぶやいた。

「私も克樹さんに話したいことがあるんです」

「素直に吐けよ。かつ丼くらいなら買ってくるぞ」

「……正直言って、さっきのカルボナーラで胃がもたれてて、かつ丼なんか入りそうにありません」

　やっぱりまずかったんじゃねーか。

　食器を洗い終えた俺たちはちゃぶ台の前に座り、再び向き合った。

「私、克樹さんに少しだけ嘘をついてたんです」

「嘘？」

「はい。以前に母のことを聞かれたとき、面会はまだしないほうがいいと言ったんですが……嘘だったんです。本当はそろそろ落ち着いてきたので私が顔を合わせても大丈夫なんじゃないかって言われてたんです」

　話し続ける麻友は顔をうつむかせていた。俺は麻友の隣に移動し、その手を握りしめた。麻友の手はかすかに震えていた。

「でもやっぱり、怖いんです。どんな顔をして母に会えばいいのかわからなくて、だからずっと嘘ついてました。……ずっと逃げてたんです」

　麻友はうつむかせていた顔を上げて、俺を見つめてきた。

「でも、逃げてるままじゃいけませんよね。だから克樹さん。――病院の前まででいいんで、一緒についてきてくれませんか？」
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　来週にはクリスマスがやってくる。

　ケーキはバイト先で予約しておいた。

　プレゼントも麻友には内緒だが密かに買っておいてある。

　そのことをいま告げたら麻友も少しは明るい顔をしてくれるだろうか？

　顔をうつむかせながら黙って歩く麻友の姿を見てたらそんなことを思ってしまった。




　俺たちは麻友の母親が入院しているという病院に着いた。




「克樹さんはここで待っててくれませんか？　さすがに母に会わせるわけにはいきませんので」

「ああ」

　麻友に言われて俺は、病院の正面玄関入ってすぐにある待合室の椅子に腰かけた。

　俺が麻友の母親に会うわけにはいかない。

　それが最善の方法だったとはいえ、麻友の母親から恋人を奪い、追いつめてしまったのは俺にも責任がある。いままで麻友でさえ面会することができなかったんだから俺が顔を合わせれば悪化させる可能性もある。

　適当に雑誌をつかんで広げて読んだ。健康に役立つ野菜の特集や、テレビで話題の芸能人の三角関係について書かれていたが、まったく頭には入らなかった。

　時計の長針が半周ほど回ったころ、麻友は病院の奥から姿を見せた。

「克樹さん……」

　必死に笑おうとしていたが、いまにも泣きそうな顔をしていた。

　俺はその頭をぽんぽんと撫でた。

「がんばったな」

「…………っ」

　麻友は息を呑み込むと、俺の着ている上着をぎゅっと握りしめてきた。

　俺は口をつぐむ麻友を連れ、病院から出た。

　寒い冬の空気が肌を突き刺す。

「私、ちゃんと母に会ってきました」

　白い息を吐き出しながら麻友は小さくつぶやいた。

「ひさしぶりに会って、母はなんと言ったと思いますか？」

「……さぁ」

「初めまして、だそうです」

「…………」

「私のこと、病院の看護師さんあたりだと思ったようです。今日はいい天気ですね、とか、いつもお仕事お疲れさまです、とか……でも『娘』のことはかわいがっていたんですよ。膝の上に人形を乗せて、『麻友』と呼んでいました」

　ざぁっと冷たい風が吹いた。麻友の黒髪がさらさらと流れて、その表情を見えなくさせた。

　俺は麻友になんと声をかければいいのかわからなかった。

「『麻友』はとてもいい子だそうです。母の言うことをよく聞いて、勉強して、お手伝いもしっかりやって、自慢の娘だそうです。……人形を撫でながら大切な娘をとても褒めていました」

　麻友に声をかけることはできなかったが、俺は麻友の手を強く握った。

　冬の寒さのせいかとても冷たい手だった。

　離せば溶けて消えてしまうんじゃないかと錯覚するほどの冷たさだった。

「克樹さ……っ」

　麻友は俺の胸にひしと抱きついてきた。

　俺はその肩を抱いた。

　細い肩は小さく震えていた。

「私は、母にとって……なんだったのでしょうか……っ！　人形なんかで代わりになるような存在だったんでしょうか？　それとも最初から私はただの人形、で……っ」

　声にはひっくひっくと泣きじゃくりが混ざっていて、麻友が涙を流していることは顔を見なくても明らかだった。

　麻友の母親にとって娘がどういう存在だったのか、それは俺の口から答えることはできない。

　でも確かなことはひとつある。

「麻友……おまえは人形なんかじゃないよ」

　いまここで、震えながら泣いている少女は人形なんかじゃない。




　――俺たちは、人形なんかじゃない。




　それを見せつけてやりたかった。

　誓いを立てたかった。




「なぁ、麻友。ひとつ思いついたんだけど」

「……なんですか？」




　俺は息をひとつ呑んで麻友に告げた。




「結婚式を挙げよう」

「……結婚、式？」




　涙に濡れた目が俺を見上げてぱちくりとまばたきを繰り返した。






◆12月、４週目





　12月25日、世間ではクリスマスと呼ばれる日だ。

　以前に麻友とデートに行った町に大きなツリーが飾られるらしい。俺たちは駅前で待ち合わせをして、それを見にいくことにした。

　小さな商店街ではあるが駅前はイルミネーションで彩られていて鮮やかだった。

　バイトを終えた俺は小走りになりながら駅前に向かった。

　駅は帰宅途中の人間や、これから夜遊びに行く人間でひどく混み合っていた。

　麻友は……どこにいるんだろう。

　俺は小柄な姿を探して、駅の周辺をきょろきょろと見渡しながら歩いた。暖房の効いた待合室にも、改札口にも麻友の姿はなかった。

　その姿は駅の入り口横にある自動販売機の隣で見つかった。

　茶色のダッフルコートを着ていた麻友は手袋をはめた両手を絡め合わせながら、寒そうに白い息を吐いていた。













「麻友っ」

　俺は麻友に駆け寄った。

「お仕事おつかれさまです、克樹さん」

「寒かっただろ。待合室に入ってればよかったじゃないか」

「いえ、こっちのほうがわかりやすいかなぁと思いまして」

　確かに自動販売機の横というのはわかりやすいかもしれないが、きっと暖かい場所で待っているだろうと思った俺は余計な場所を探してしまった。

「……やっぱりおまえにはこれ必要だよ」

　俺は手に持っていた紙袋を麻友に手渡した。

「なんですか、これ？」

「……俺からのクリスマスプレゼント」

「か、克樹さんからのプレゼントですかっ！？　わ、わぁぁ～……」

　考えてもいなかったというふうに麻友は俺から受け取った紙袋を両手で掲げ持って眺めていた。

「大事に飾っておきますね！」

「そんなんじゃねーよ！　よく見ろ！」

　麻友に渡した紙袋の表面には有名な携帯電話の会社のロゴが印刷されていた。麻友は紙袋の中から白い箱を取り出し、さらにその中から新品の携帯電話を取り出した。

「こ、これ……携帯電話ってやつですよね……」

「そうだよ。……おまえ、未成年だからひとりじゃ契約できないだろ。だから俺が代わりに契約しておいた」

　初めて出会ったときに麻友は言った。

『そのようなものは生まれてこのかた一度も持ったことありません』と。

　言葉のとおり、麻友は携帯電話を持っていなかった。

　前にプールに行ったとき、俺が遅れると連絡できなかったせいで麻友を不安にさせてしまったこともある。

「あ、ありがとうございます！　本当にうれしいです！　わ、わぁあぁぁ～……」

　麻友は携帯電話を両手に丁寧に掲げ持った。

「ボ、ボタンがたくさんついてます……すごいです……」

　そんなのは普通の電話と変わらないと思うが。

　携帯電話を初めて持つ麻友のために買ったのはシンプルなガラケーだ。あんまりたくさん機能がついているのは難しいだろうと思って簡単そうなやつを選んだ。

　俺はこっそり自分の携帯電話を取り出し、すでに登録している麻友の電話に向けて発信した。

　途端に無機質な着信音を鳴らす麻友の携帯電話。

「きゃあああっ!?　音がっ、音が出てますよ！　ど、どうすればいいんですかっ!?　ふあっ、ふぁあああぁぁっ」

「ぶっ、ぶははははははははっ」

　あわあわと取り乱す麻友を見て俺は思いきり噴き出し、笑った。





＊






　俺が笑ったせいでしばらく麻友は唇をとがらせていた。

　しかし電車に乗って終点についた頃にはその機嫌もある程度直っていた。

「これがあれば、離れていてもずっと一緒ですねっ」

　携帯電話を持ちながら麻友はにこにこと笑った。

　実際にそのつもりで買ったんだが、本当に言葉に出されると気恥ずかしい。

「……落とすなよ。俺が契約したんだから」

「わかってますって。あ、ちなみに私からのクリスマスプレゼントはこれです」

　麻友は丁寧にラッピングされた細長い箱を取り出した。俺にくれるのかと思ったら、麻友は俺の前で包装紙を開き、中身を見せつけてきた。

「じゃーん、ネクタイです。克樹さんがお仕事探してるから頑張って選んできました。どうですか？　かっこいいでしょう？」

「あ、ああ、なかなかじゃねーの」

　太いストライプ柄のそれはネイビーな色でまとめられていて、派手すぎず、地味でもなく、ずいぶんと小洒落たものに見えた。

　しかし麻友は俺の返答が気に入らなかったのか唇をとがらせる。

「むむ、反応が鈍いですね……。やっぱりネクタイなんかより３日間穿き続けたぱんつのほうがいいですか。脱ぎたてほやほやの」

「バッ、バカじゃねーの!?　こんなところでそんなこというなっ！」

　誰かに聞かれたらどうするつもりだ。

　……というかだ。

「……マジで３日間穿き続けてるの？」

「確かめてみます？」

　麻友はダッフルコートを少しだけ指で持ち上げた。もちろん中にあるものは見えない。

　３日間穿き続けたぱんつ……麻友の匂いがしっかりと染みついた……。

　俺はツバを呑み込んだ。

　そして興奮しつつある自分に気づき、あわてて首を振った。

「す、するわけねーだろ！　つーか、下着は毎日変えろ！」

「もちろん冗談に決まってるじゃないですか。下着くらい、毎日穿き替えてますよ」

　冗談か……冗談でよかった。……よかったのか？　いや、よかったって。




　そんなふうに騒いでいる俺たちも駅前から少しずつ歩き出す。

　アパート近くの最寄り駅とは違い、この駅はいろんな路線の集合点だ。普段から多くの人が行き交っているそこは、クリスマスということもあり、よりいっそうの人々で混雑していた。

　少し歩いた先にある広場に大きなツリーが飾られているらしい。

　手をつないだ男女がそちらの方向へと楽しそうに歩いていく。




「ツリー、見にいくんですよね」

「いや、その前に結婚式で使う指輪を買いにいこうと思う」

「指輪なら持ってますよ」

　ふふん、となぜか見せびらかすように麻友は自分の左手を見せつけてくる。

　それも結局安物だからどうかと思うんだが。

「いや、式のとき指輪の交換ってするだろ。そのとき使うやつだよ」

「あ、じゃあ克樹さんのぶんを買いにいくんですね」

「…………」

　どうも話が噛み合ってない。

「だからさ、婚約指輪と結婚指輪って違うものなんだって」

「え？　えぇっ!?　同じものじゃなかったんですかっ!?」

　やっぱり。

　麻友は婚約指輪と結婚指輪は同じものだと思い込んでいたようだ。

　……ま、俺も結婚式について調べているうちにわかったことなんだが。

「普段からロマンだのなんだの言うくせに、そういうことは知らなかったんだな」

「……克樹さんだって、どうせ調べてるうちに知っただけでしょう」

「うぐっ」

　図星である。

「……だいたいですね、克樹さんはいきなりすぎます。ヘタレなのかそうじゃないのかはっきりさせてください。こちらにも心の準備とかあるんですからいきなり式なんて言われても困るっていうか、あいかわらずロマンがないっていうか……」

　ぶつぶつと麻友はぼやく。

「どうせ俺はヘタレキングでロマンがない男だよ」

「あっ、すねた。かっこわるいです、克樹さん」

「うっせ」

　俺は麻友からぷいと顔を背けた。
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　俺たちは駅前近くにあったアクセサリーショップに行き、ペアのリングを買った。

　奮発していいものを、とも思ったが、フリーターの身である俺には少し厳しいものもあった。

　それでも麻友は嬉しそうに俺の腕に自分の腕を絡めてきた。

　少し恥ずかしい気もしたが、今日はクリスマスだ。

　おとなしく麻友と並んで街を歩くことにした。

　街路樹は青白く輝くイルミネーションで飾られていた。俺たちは歩幅を揃えながらその横を通り抜け、目当ての広場にたどり着いた。

　名物にするだけあってそれは見事なものだった。

　見上げるほどに高いモミの木に、煌きらびやかなイルミネーションが絡みつき、数秒ごとに赤から白、白から青、青から赤へと色を変えていた。

「わぁ……」

　顔を上げた麻友の目には光がキラキラと反射し、まるで宝石のようだった。

　白い肌は眩まばゆい光に照らされて、よりいっそう白く見えた。

　同じようにツリーを見に来た人々が周囲ではしゃいでいる。ツリーを背景に写真を撮ったり、肩を寄せ合いながら歩いたり。中にはキスをしているカップルもいて、俺はあわてて目を背けた。

「克樹さん」

　くい、と腕を引っぱられた。

「ん？」

　麻友のほうを見ると、麻友は目を閉じ、唇をわずかにとがらせて顔を向けてくる。

　なにをしてほしいかは明白だった。

　……面倒くさいな。

　期待を裏切って額にデコピンしてやろうかと思った。

　が、やめておいた。

　今夜はクリスマスだ。

　俺のような面倒くさくてロマンのない男が珍しいことをしたとしてもおかしくない日だ。

　淡い光の色に染まった麻友の頬を両手で包み込んだ。冷たかった。同時に俺の指の冷たさも麻友に伝わったのか、麻友はくすぐったそうにわずかに身じろぎした。

　その唇に、俺は自分の唇を重ねた。
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　ツリーを見終えた俺たちはアパートへと戻ることにした。

　再び電車に乗り、最寄り駅へとたどり着いたとき。

「いったぁ……」

　不意に麻友がしゃがみ込んだ。

「どうしたんだ？」

「靴擦れ、起こしたみたいです」

　いまのいままで気づかなかったが、麻友はヒールがついているブーツを履いていた。麻友にしては珍しい格好だ。麻友がよく履いている靴は平たい、地味なやつだったから。

「おまえ、そんなの持ってたのか」

「友だちに勧められて買ったんです。っていうか、ずっと気づかなかったんですかっ！　せっかく窮屈な思いして履いてたのに……」

「ああ、まぁ、足元なんてそんな見ないしな」

「ひどいですひどいですひどすぎます、髪を切ったときだって克樹さんなんの反応もないし、にぶにぶの鈍感野郎なのは充分わかってましたけど、ええ！　きっと克樹さんは私がハゲ頭になっても、腕が新しく生えてきても気づかないんでしょうね！」

「……それはさすがに気づくと思うぞ」

　というか腕は新しく生えてこないと思うが。怖いわ。

「まぁ、しょうがねーな。歩けそうか？」

「我慢すれば、なんとか」

「我慢すれば、だろ。ほら」

　俺は麻友の前でしゃがみ込み、背中を向けた。

「おぶってやるよ」

「…………」

　麻友はぱちくりとまばたきを繰り返した。そして直後につい、と顔を背けた。

「嫌です」

「あぁ？　なにがだよ」

「お姫様抱っこで運んでくれないと嫌です」

「あぁぁん？」

　いきなりなにを言い出してるんだ、こいつは。

「おぶってやるって言ってんだからこれ以上わがまま言うんじゃねーよ」

「嫌です。いまのいままでおしゃれをしていたことにも気づかなかった克樹さんはお姫様抱っこくらいするべきです」

　麻友は頑として譲らない。

　いっそ麻友をこのまま置き去りにしようかと一瞬思った。

「……ちっ。面倒くせーな」

　俺はしゃがみ込んだままの麻友の横に移動した。そして麻友の脚と背中を抱え上げた。

「おらっ！　落ちないように捕まってろ！」

　麻友を横抱きにした俺はそのまま走り出した。

「きゃっ！　きゃああああぁっ！」

　麻友は悲鳴を上げながらも俺の肩にしがみついてきた。

　俺はこのままアパートまで走り抜けることにした。

　両腕に納まっている麻友はいつの間にかくすくすと笑っていた。

　そのときの俺も、笑みを浮かべていたと思う。






◆１月、２週目





　そして、年が明けた。

　去年までの俺なら年越しらしいことなんてなにひとつしなかった。ただバイトに行くだけだった。

　今回の年越しは違う。麻友と一緒だ。

　大晦日には麻友の作った年越しそばを食べ、元旦には雑煮も食べた。

　……姫始めとやらもしっかりやっておいたんだが。




　元旦の時期はあっという間に過ぎ、俺は『結婚式』に向けて動き出していた。

　挙げる式は簡単で、質素な神前式だけだ。食事会なんてものはもちろんするつもりはない。

　会場の予約は意外と早く取れた。

　もともと大きな式を挙げる予定でもなく、冬というこの時期に式を挙げるのは珍しいということもあった。

　できるなら早いうちがいい。

　それは１月の２週目のことだった。
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　小さな小さな式場だった。

　まるでどこかの教会のような場所で、広さもさほどない。数人が座れる長椅子がいくつか置いてあるだけだった。

　その椅子に座っているのはひとりだけ。

　あちこちがよろよろになったスーツを身に着けた俺の親父だけだった。

　親父の姉である植芝のおばさんに連絡を取って、いまの親父の連絡先を聞き出した。そして今日、この場所に呼び出したというわけだ。

「…………」

　落ち着きなさげな親父は、タキシードを着た俺と、式場の人が紹介してくれた牧師を交互に見つめていた。

　いきなり俺のほうから呼び出したかと思えば結婚式なんて言われれば面食らってしまってもしょうがない。しかも招待客は自分しかいないのだから。

　やがて、式場の扉が静かに開いた。

　……息を呑んだ。

　白いウェディングドレスに身を包んだ麻友がそこにいた。

　肩をあらわにしたマーメイドラインのドレスは、細身の身体の線を浮き彫りにし、足の先までも覆いつくしていた。結局中古で買ったドレスだったが、それはまるで麻友のためにあつらえたように見えた。

　うつむきがちの顔はベールでゆったりと被われていた。

　しず、しず、と麻友は一歩ずつ踏み出す。赤絨毯が敷かれた道を。

　麻友は歩く途中でちらりと親父のほうを見て、俺の隣に立った。そして正面から長椅子のほうに向かって一礼。直後に牧師が立つ真正面へと身体を反転させ、俺と腕を組んだ。

　新郎と新婦がふたりそろったことを確認した牧師は淡々と聖書の一文を読み始めた。

　式場の人が紹介してくれた牧師だから所詮本物の牧師ではないはずだが、厳かな雰囲気が周囲に広がったような気がする。

「病めるときも、健やかなるときも、富めるときも、貧しきときも……」

　お約束だが定番の文句を牧師が語る。

「はい、誓います」

　俺ははっきりと、誰にも聞こえるように宣言した。

　深くうなずいた牧師は同じ言葉を麻友にも語りかける。

「……誓います」

　それは普段よりも少し小さな声だったが、俺の耳に聞こえた。

　クリスマスのときに買ったリングが目の前に用意される。

　ふたりで指輪の交換を行ない、そして俺は麻友の被っているベールをめくり上げた。

　うっすらと化粧を施した麻友の顔があらわになった。

　普段とは少しだけ違う姿。頬がほんのりと紅色に染まっているのは化粧だけのせいじゃない気がする。

「…………」

　俺は目を閉じた麻友の唇にそっと唇を重ねた。

　しっとりと濡れたやわらかな唇。

　数秒触れ合うだけでじんわりと温かさが心に灯ったような気がする。

　麻友から唇を離した俺は親父へと向き直った。

「あんたをこの場所に呼んだ理由、わかるか？」

　親父は黙って首を横に振った。

「俺はあんたとは違うって言ってやりたかったんだよ。あんたがやったように妻を裏切って、子供を苦しませるようなことは絶対にしない。俺は、麻友と、将来の子供を絶対に幸せにする」

　つまりは、誓いの式を挙げたかった。

　たとえ同じ血が流れていても親父と俺は違う存在だと突きつけてやりたかった。

「それは……私ができなかったことだね」

　深くため息を吐きながら親父はつぶやいた。

「克樹さん、のお父さん」

　麻友は親父がいる方向に一歩踏み出しながら口を開いた。

「私も誓います。一生をかけて克樹さんを愛し続けることを。私にとって、克樹さんのそばが帰る場所なんです。あの日、コンビニの前で立ちつくしていた私を拾ってくれたときから」

　まっすぐに、親父の方を見ながら麻友は言葉を続ける。

「克樹さんを育ててくださってありがとうございます。これからは克樹さんは私が守ります、ずっと」

　麻友は親父に向かって深々と頭を下げた。

「……麻友さんっていったね」

「はい」

「きっと克樹とあなたは私たちのような関係にはならないと思うよ」

　親父は俺のほうへと視線を向けた。

　その視線はやわらかく、温かいものだった。

　それと同じものはかつて見たことがある。

　それは夜寝る前、それは食事のとき、それは手をつないでいたとき。

　あのとき見たサンタだって同じ顔をしていた。

「私は父親として、してはならないことをしてしまった。……それでも言いたい。言わせてくれないか。――おめでとう、と」

　目に涙をうっすらと浮かべながら親父は言った。




「立派になってくれて、ありがとう克樹」




　その表情を見ていると俺の心もぐらりと傾きそうになる。

　本当にもう一度、親父とやり直すことができるんじゃないかって。

　麻友とふたりの生活の中に親父がいてもいいんじゃないかって、なぜか思えてくる。

　だけどそれはできない。

「俺はあんたがやったことを許さない。たぶん一生許さないと思う」

　親父のせいで家族がバラバラになった事実は消えない。その傷がある限り、俺と親父はやり直すことはできない。

「……けど、あんたがあんたなりに俺の父親をやってくれたことは事実だ。頑張ったなら、認められてもいいはずなんだ」

　親父を許すことはできない。

　だけど、この男が俺の父親を自分なりにやってくれたことも事実なんだ。

「……だから、あんたがいてくれたおかげで、ここまでやってくることもできたよ。……ありがとう、な。――父さん」

　視線をそらしながら俺はぽつりとつぶやいた。

「俺は、俺たちは」

「私たちは」

　麻友も俺に合わせて言葉を重ねてくる。




「幸せになってみせます」
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　式を挙げたそのままの姿で俺たちは式場を出た。

　ウェディングドレスとタキシード服を着たふたりが外を歩いているのだから、通りすがりのひとたちの視線が俺たちに集中する。

　だけど不思議と恥ずかしくなかった。




　俺たちが向かったのは病院だった。

　……麻友の母親が入院している病院。

　患者や看護師たちの視線を浴びながら俺たちは麻友の母親がいる病室に向かった。

　病室のドアを開けると、ざぁっと頬を撫でるものがあった。

　開きっぱなしになっている窓から吹き込んだ風がカーテンを揺らしていた。

　そのいちばん奥にあるベッドに麻友の母親は座り込んでいた。そして膝の上に人形を置き、人形の頭を優しく撫でていた。

　麻友の手が俺の着ているタキシードをぎゅ、と握る。

　俺は麻友の細い背中を抱きながら一歩前へと踏み出した。

「……あら？」

　麻友の母親が人形に向けていた視線を俺たちへと向ける。

「こんなところに花嫁さん？　きれいですねぇ」

　その言葉はじつの娘に向けたものとは思えず、本当に他人に向けたかのような言葉だった。

「あの、私たち…………その……」

「俺たち、結婚します。今日はその誓いをあなたに見てほしくて来たんです」

　なにを言えばいいのかわからずに言葉をつぐんでしまった麻友の代わりに俺は言葉を続けた。

「はぁ……」

　麻友の母親は小首を傾げた。その仕草は麻友にそっくりだった。

「俺は本当に面倒くさがりのクズです。彼女を傷つけてしまうこともあるかもしれません。喧嘩だってするはずだ」

　麻友の背中を抱きながら俺は、麻友の母親に語り続けた。

「だけど、俺は俺なりに彼女のことを幸せにしてみせる。こいつひとりの面倒くささならつき合ってやろうと思ったんだ。病めるときも、健やかなるときも、一生をかけて彼女とともに歩く。……それを誓います」

「…………」

　戸惑うような顔で俺の言葉を聞き続ける麻友の母親。

「そう、おめでとう、ございます」

　麻友の母親は困惑するかのような笑みを浮かべながらつぶやいた。

　だけど、ふと。

　ぽろりとこぼれ落ちるものがあった。

　苦笑いを浮かべたままの麻友の母親の目からこぼれ落ちたのは、涙だった。こぼれ落ちた涙は膝の上に置かれていた人形を濡らす。

「麻、友……」

　その目線は人形ではなく、麻友の方向に向けられていた。

「おかあさ……！」

　麻友は口元を押さえながら息を呑み込んだ。

「あら、私ったら、ごめんなさいね。歳を取ったら涙もろくなってしまって……他人ひと様の結婚する姿を見てたら私も感動してきちゃって。ごめんね、麻友。こんな母親で恥ずかしいわよね」

　目を擦りながら麻友の母親は小さく笑みを浮かべた。病室に入ってきたときと同じように人形の頭を撫でながら。

　そんな母親の姿を見た麻友はわずかに顔をうつむかせ、両手をぎゅっと握りしめる。

　これ以上はなにも言えない。

　なにも踏み込むことはできない。

　俺たちは麻友の母親に一礼すると、病室の出口へと向かった。

「あのっ」

　その背中に声がかけられ、俺たちは振り向いた。

「どうか幸せに、なってください」

　麻友の母親は優しくほほ笑んでいた。

　その笑みはどこか、俺の親父が見せた優しい顔にも似ていた。

「…………っ、もちろん、です……！」

　俺の手を強く握りしめながら麻友は答えた。

　その顔はうつむいていて、表情はよく見えなかったが、ひと粒だけ涙が床にこぼれたことは知っている。




　いまは、これでいい。

　でもいつかきっと、麻友と麻友の母親は真正面から向き合うことができる、そんな気がした。
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　俺たちは手をつないだ。

　ともに歩くと誓ったのだから。

　手をつないでいつもの場所に帰る。

　築30年の古い木造アパートの一室へと。

　ドレスとタキシード姿のまま俺たちはいつもの部屋へと飛び込んだ。




「あー、楽しかった！」

「私もです。なんだかすごくおもしろかったです」

　俺たちはくすくすと笑い合いながらお互いに向き合った。

　ドレス姿の麻友。

　いつもすごしている空間の中に、真っ白いドレスを着た少女が立っている姿はどこか幻想的で、夢の中にいるようだった。

　それはかつて見た光景をふと思い出させる。

「おまえさ、初めてこの部屋に入ったときいきなり脱ぎだしたよな。あのとき、本当にびっくりしたんだからな」

「な、なんですか、どうしてそんな話するんですかっ！　そういう克樹さんだって、部屋の中すっごい汚かったじゃないですか。私、よくこんな空間で息をすることができるなって思っちゃいましたよ」

「そこまで言われるほどじゃなかったと思うが……」

「いーえ、信じられないくらい汚かったです。克樹さん、いまでも読んだあとの雑誌とか片づけないし……脱いだ靴下そこらへんに捨てるのやめてください。あと、ときどき寝ながらお尻かいてるでしょ。あれ、すっごくおじさんくさいからやめてください」

「な、なんだよっ、尻かくのくらい許せよ！」

　なんで俺たちはドレスとタキシードを着てるというのにこんな話をしているんだろう。

　まぁ、これが“俺たち”らしいってことなんだろうな。

　俺たちはいつの間にかくすくすと笑い合っていた。

「あー、その、……なんだ」

　俺は言いそびれていた言葉を真正面から麻友に向けた。

「きれいだ」

「ふぁっ!?　い、いきなりなんですかっ」

　肩をびくっと震わせた麻友は頬を染め、両手をもじもじと絡め合わせた。

「か、克樹さんだって、……タキシード姿、かっこいいです、よ……」

「なぁ……もう１回、キスしていいか？」

　いまなら普段言えないこともすんなりと言える気がした。親父や麻友の母親の前で誓いの言葉を立て、街中を結婚式の姿で走り回ったあとの興奮はまだ冷めていない。

「…………」

　麻友は黙って目を閉じ、こちらに顔を向けてくる。

　俺はその顔に唇を重ねた。

　数秒触れ合ったあとに唇を離し、俺は麻友の身体を抱きしめた。

　サテンの生地で包まれた身体はいつもよりも薄く、細いように感じられた。

　麻友の吐く呼吸とともに肩が小さく上下している。

　香水か、化粧の匂いが鼻腔をかすめた。

「すまん、麻友」

「ふぇ？　どうして謝るんですか？」

「……むらむらしてきた」

「えっ、えぇぇっ!?」

　戸惑いの声を上げる麻友の身体を抱きしめながら、そばで開きっぱなしになっているソファベッドへと押し倒した。

　ギシ、と音を立てるソファベッド。

　俺はドレスの前の部分をつかみ、ぐいと引き下げた。

　途端に小粒ともいえる乳房がこぼれ落ちる。

「ひゃうっ」

　小さく悲鳴を上げた麻友の乳首に口を寄せ、軽く吸い上げた。

「っ、やぁあっ」

　白いドレスを着たままの麻友の身体がびくびくと跳ねる。

　舌背に乳肉を乗せ、舌先で乳頭を弄りながら、俺はレースで飾りつけられたドレスのスカートに手を差し込んだ。

　滑らかな触感の太ももに触れ、脚の付け根をそっと撫で上げたとき、違和感に気づいた。

「下着がいつもと違う？」

　指に触れた布地はいつものふかふかした綿素材のものではなく、ツルツルとしたシルクのようなナイロンのようなものだった。

「ブ、ブライダルインナーというものです。その、白いレースの下着で……」

「マジで？　見たい」

「えぇぇっ!?　ちょ、ちょっと待ってくださ……っ！」

「待たない」

　麻友の制止の声も聞き入れず、俺は麻友の脚のあいだへと移動し、麻友の両脚を膝を折りたたむように持ち上げた。

「はう…………」

　顔を赤く染めて黙り込んでしまった麻友。

　くるぶしまでを覆うスカートに隠されていたときはわからなかったが、麻友は白いストッキングを履いていた。ストッキングを太ももの中ほどでつなぎとめているのはこれまた白いレースで彩られたガーターベルトだった。

　そして恥丘を覆っているのはいつもの地味なデザインの下着なんかではなく、精緻な刺繍が施され、小さなリボンの飾りつけられたレースのショーツだった。

「おま……見えないとこにこんな……！」

　やばい。すごい興奮する。

　俺は麻友の両太ももを大きく手で押し開き、顔を寄せた。

　湧き起こる衝動のままにショーツのクロッチ部分へと舌を這わせた。

「ひゃぁうぅっ！　っやあぁっ、あっ、……んぅ、んぅうぅっ」

　舌先が布越しに恥丘の割れ目へと埋もれると、麻友の内ももがひくひくと震える。ショーツのクロッチ部分は唾液でじわりと濡れ、恥丘の肉へとひたりと貼りついた。

　割れ目をなぞるように舌先を這わせると秘肉の震えを感じる。

　布の向こうにあるクリトリスを執拗しつように突いた。突いて、突いて、ほじくり返した。

「んぅっ、あっ、あっ、あぁぁ……っ！　や、ですぅ、こんな格好でぇ……あっ、んくぅううっ」

　触れるたびに肉の芽は硬さを増していく。舌先の上でころころと転がる。濡れて貼りついたショーツは勃起したクリトリスの形をぷっくりとあらわにしていた。

　ふるふるとひくつく内ももの肉を押し開くと淫唇がくぱぁと花開き、ぬちゃりと水音が立った。

　俺は布の向こうにある淫唇へと吸いついた。

　ぢゅるっ、ぢゅずずずっ。

　ひたひたに濡れたクロッチ部分が口腔に触れる。

「ふぁあぅ、あ、あ、あ、んんンンッ！」

　クロッチ部分を濡らしているのは俺の唾液だけじゃない。布の向こうにある淫唇から、じわりと生ぬるい液体が染み出ていた。

　レースのショーツはいつの間にか色が透けるほどにぐっしょりと濡れていた。

「……は、うぅ……」

　ふるふるとひくつく内ももの肉。

　化粧を施した顔にうっすらと涙を浮かべる麻友。

　紅で彩られた唇は半開きとなって、熱い吐息をこぼしている。

　そして、くしゃくしゃにまとめられてしまったドレスのスカート。













　――なんて背徳的。




　なんて蠱惑こわく的。なんて扇情的。

　純潔の証ともいえる真っ白いドレスを身に着けておきながら、こうも淫らに乱れることができるなんて。

　俺はショーツのクロッチ部分を横にずらし、淫唇へと直接口をつけた。

「あ、あ、……あぅっ、んうぅっ……やっあぁあぁっ」

　蕩とろけきった秘肉の震えが直に唇に伝わる。すっかり硬くなってしまったクリトリスを舌先で転がしながら指を淫唇へと差し込んだ。

　つぷ……。

「ひゃあうぅんんっ！　あ、あ、あぁ……っ！」

　粘膜が指へと絡みつき、まとわりつき、ぬめりついてくる。淫唇がきゅ、きゅ、と指の関節を咥え込む。

　ぬるぬると蕩ける愛液が奥の奥からとぷとぷと湧き出る。俺は指の腹を粘膜へとくちくちと擦りつけた。

「あ、あ、あぁっ！　ご、ごしごししちゃ、らめっ、だめですぅっ！　ド、ドレスが、汚れちゃいますぅっ、んっ、やっあぁぁっ」

　確かに。

　麻友の言うとおり、あふれ出た愛液はいまにも尻たぶを伝い、ドレスへと滴り落ちそうになっている。

「わがままなやつだな」

　俺は淫唇に口を寄せて、いまにも滴り落ちそうになっている愛液をじゅるじゅると吸い上げた。

「ふぁああぁぁっ、ちがっ、そうじゃありませ……っ！　あっ、あっ、やっあぁぁああぁっ」

　吸い上げるごとに膣口と淫唇はぱくぱくと開閉し、愛液は次から次へとあふれ出てくる。甘酸っぱい牝の香りが口腔に充満する。

　麻友の腰は目の前でびくびくと跳ねていた。

　その腰を両脚を押さえつけることで支え、俺はより強く淫唇へと吸いついた。勃起したクリトリスごと、じゅるじゅるじゅずず、と愛液をすすった。

「ひやぁっ！　あっ、あっあっ、らめ、らめです……っ！　も、イっちゃいます……！　あっ、あっ、あぁ……、ふぁああああぁぁん！」

　俺の眼前で淫唇は激しく収縮を繰り返した。ひくひく、びくびくと。垂れ落ちそうになる愛液を舐めるようにじゅくじゅくと吸いつくすと、

「ふぁ、あ、あ、あんぅ……っ」

　麻友は絶頂の余韻に全身を引きつらせた。

　くたりとソファの上に投げ出されるドレス姿の麻友。

　熱い吐息を濡れた唇からこぼしながら麻友はつぶやいた。

「ドレス、汚れましたか……？」

「いや、汚れてない。――でも汚す」

　俺は唾液と愛液でぐしょぐしょに濡れきったショーツを麻友の脚からそろりと抜いた。

　そしてズボンの中からすでにガチガチに勃起しているペニスを出した。

　亀頭の先端を蕩けた淫唇に押し当てると、粘膜と粘膜がくちりと触れ合う。

　そのまま腰に力を込めると、ペニスがずぶりと淫唇へと埋もれる。

「ふぁっ、あ、あっ、克樹さんってば、も、わがまま、です……！　せっかくのドレスがぁ……っ」

「……いいじゃん、どうせ中古だったし」

　言い訳がましく俺はそっぽを向きながらつぶやく。

　そのあいだにも腰を押し進めることを止めない。ずぶりずぶりと秘肉を分け入り、粘膜を擦りつけながら奥へ奥へと沈ませていく。

「あっ、あぁぁっ、んぅぅ……っ、ま、まさかとは思いますが、あっ、最初っからこういうことするつもりで、中古のドレスを選んだのでは……っ」

「……さぁ、なんのことやら」

　喘ぎながらの麻友の問いかけに俺はしらを切ってみせた。

「あ、あー！　やっぱりそうなんですね！　こ、この変態！　ば、ばかぁ……っ」

　顔を赤らめながらの罵倒。

　しかも淫唇にペニスを深く咥え込みながらの。

「すっげぇ興奮する……！」

　俺は白ストッキングに覆われた麻友の両脚を抱え込みながら、ペニスを最奥へと打ちつけた。

「ひゃうううぅぅううんっ！」

　ドレスに覆われた身体がびくびくと跳ねる。

　腰を強く打ちつけるたびに小ぶりな尻たぶがふるふると震える。淫唇がきゅっと締まって陰茎に絡みついてくる。

　興奮のままに俺は腰を小刻みに動かした。抽挿を小さく繰り返すたびにぬちゅぬちゅと水音が湧き立つ。

「あっあっあぁぁっ、克樹さ……激し……っ！　ふぁぁああぁっ」

　両手を強く握りしめながら麻友は喘いだ。

　濡れた唇も、微動する乳房も、跳ねる腰も、なにもかもが俺を興奮させる。

　くしゃくしゃになってしまったウェデングドレス。

　悪いな、と罪悪感に苛まれると同時に、背徳感がぞくぞくと湧き上がる。

　よりいっそう、興奮する。

　俺はむき出しになったままの乳房に口を寄せた。そして乳頭を軽く歯で噛んだ。

「やっあぁぁああああぁぁっ！」

　ひと際高く上がる麻友の嬌声。膣肉が陰茎をぎゅうぎゅうと圧迫する。粘膜がびくびくと脈動する。すっかり昂ぶってしまったペニスの上で直に感じる生ぬるい感触。

　気持ちいい。

　淫裂にペニスが沈み込み、最奥を打つたびに水音がぐちゅぐちゅと聞こえる。秘肉を陰茎でかき回す音が部屋に響く。

　性器の結合部は泡立つ粘液に塗れていた。

　愛液や唾液、先走りの汁が混ざった、いやらしい液。

　俺のほうからは見えないけれど、その液体はすでに結合部から潤沢にあふれ出している。あふれ出して、真っ白いサテンの生地のドレスを穢している。

「あぁぁっ、もう、ばかっ、ばかぁ、克樹さん……！　んぅっ」

　目から生理的な涙をぽろぽろと流しながら、麻友は俺の肩に腕を回してきた。

「も、もう……！　克樹さんのわがままにつき合えるお嫁さんは……わ、私くらいのものですよ……っ」

　涙をこぼしつつも、麻友は俺に向かってうっすらとほほ笑んだ。

「だから……一生、大切にしてください。克樹、さん……！」

　麻友は俺の肩に腕を回しながら上半身を起こした。

　そしてさっき散々麻友の淫唇を愛撫していた俺の口に、自分の唇を重ねてきた。

　それは一瞬だけだった。

　一瞬だけの触れ合いだった。

　でも。

「……ふふっ」

　無邪気に、そしてどこか淫靡に笑う麻友の顔は――俺を爆発させた。

「麻友っ！」

　俺は麻友の身体をかき抱いた。細い身体だ。力を強く入れれば壊れてしまいそうな身体だ。ドレスを着ているせいで余計にそう感じる。

　麻友の体温を、やわらかさをこの腕に感じながら、俺は腰を打ち続けた。激しいペニスの抽挿に膣肉がもつれ、解れ、蕩けきっていく。ひだのひと筋ひと筋が陰茎に絡みつくたびに、全身を愛撫されているような錯覚さえ覚える。それはある意味決して間違いでなくて。




　――俺の心はすでに麻友に愛撫されきっている。




　ずちゅっぐちゅっぐちゅっぐちっ！

　粘液の弾ける淫らな水音が響く。

　それは俺が抱く花嫁が鳴らす淫らな音だ。

　淫裂に深く深くペニスを咥え込み、根本をきゅうきゅうに締めつけてくる。脈動する膣壁が舐めるように陰茎を包み込んでくる。

　なんていやらしい花嫁なんだろう。

　そして彼女を手にしているのは、この俺だ。

「麻友、好きだ、本当に好きなんだ……！」

　腰をぬぽぬぽと必死に動かしているうちにつぶやきがこぼれる。

　それは本当に口にしたのか、それとも頭で考えただけなのか、いまの俺には判断することができなかった。

　とにかく想いが形になった。

　心の底からの想いが。

「あっあぁっ、あっ、やっあぁ……！　克樹さ、克樹さん……！」

　麻友の腕が俺の肩を強くつかむ。同時にストッキングを穿いたままの脚が俺の腰に絡んできた。

　より深く、より強くつながりたい。

　その願望は俺だけが抱いているものじゃなかった。

　麻友もだ。麻友も同じ気持ちなんだ。

「私も、です……克樹さんの全部が好き、です……！」

　まるで熱に浮かされたかのような麻友の言葉。

「あっあっ、行き場所のなかった、んっ、私を受け入れてくれた、克樹さん……！　面倒くさがりで、すぐいじわるして、あうぅっ、わ、わがままで、それで、ときどき子供みたいに甘えてくる克樹さんが、ふぁっ、あっあっあっあぁっ、だ、だいすき、ですぅ……っ！　ひゃうううぅぅっ！」

　麻友の言葉は次から次にあふれ出して、俺の耳を伝って脳を融かす。どろどろにしてくれる。

　俺は麻友の身体をかき抱いた。

　そうしないともっと激しく腰を打ちつけそうになってしまうから。

　俺は麻友を壊したくない。傷つけたくない。

　ゆるく、ときには強く、緩急をつけながら腰を動かした。愛液で蕩けきった膣肉をかき回すように。ぐちゃぐちゃに、どろどろに。

「～～～～～～っっ[image: ][image: ]」

　ある１ヵ所を擦りつけるたびに麻友の瞳がとろんと揺らめいた。

　気持ちいいんだろう。

　俺はそのポイントを丁寧に、執拗に責め立てた。こすこすと擦りつけるたびに麻友の身体はびくびくと跳ねる。淫唇が陰茎を締め上げてくる。

「もっとぉ……」

　濡れた唇から熱に浮かされたような声がこぼれた。

「もっと、してくだ、さいぃ……ドレス、汚していいですからぁ……んやっ、克樹さんのおち×ちんで、私の中、あっ、もっとごしごしってぇ……[image: ]」

　淫らな麻友の願い。

「…………っ！」

　理性が、飛んだ。

　俺はペニスを淫唇の縁にひっかけるようにギリギリまで引き抜いた。

　そして一気に最奥を突いた。

「ひゃうううぅううんっ！」

　麻友の白い喉が仰け反る。

　こつん、こつん、と最奥に亀頭がぶつかった。

「あっ、あふぁっ」

　最奥を突くたびに麻友は白い喉を仰け反らせて喘いだ。

　同時に膣ひだが強く強く陰茎に絡みつく。胎内がびくびくと脈動する。

　なのに麻友は俺の背中をつかむ手に力を込めるばかりで。

「俺も好きだよ、バカやろう！」

　小さな小さな身体を抱きしめ返しながら俺は叫んだ。

「おまえすぐ面倒くさいこと言ってくるし！　胸も尻もちっちゃいけど！　でも好きなんだよ！　好きで好きでしょうがないんだ！　おまえにずっとそばにいてほしいんだ！」

　深く強く、麻友の胎内を穿ちながら俺は心からの叫びを口にした。

　そんな俺の言葉を聞いた麻友は。

「…………ふぁ、う……っ」

　顔を真っ赤にして唇をきゅっと噛んでしまった。

　ちくしょうバカ、どうしてそんなにかわいいんだ。

　ああ、そうだよ。俺は麻友をかわいいと思っている。

　だからもっとエロい姿が見たい。乱れさせたい。

　俺は膣肉への摩擦をひたすらに繰り返した。

「ふぁっ、あ……っ！　あぁぁあぁっ！　やっあぁぁぁああぁ……っ！」

　陰茎を粘膜へと擦りつけ、摩擦させ、膣ひだをぷちぷちと押し潰した。脈打つ膣肉がきつく、きつく、ペニスを締め上げる。とぷとぷと染み出る愛液が結合部からもあふれ出し、牝の香りが鼻腔をくすぐった。

「あぁっ、あぁぁっ、克樹さ……克樹さぁ……[image: ]」

　涙をぽろぽろとこぼしながら濡れた唇でささやかれる俺の名前。

　甘い甘いささやき。

　俺は自分自身がより昂ぶるのを感じた。

「麻友……麻友……麻友……！」

　名前を連呼しながらペニスを何度も何度も擦りつけると、俺の限界が麻友にも伝わったらしい。

「あっ、あっ、あっ、ひぅっ、克、樹さ……私も、私ももう、……イっちゃいそうで、あっあっあっ、やああぁぁっ[image: ]」

　甘く蕩ける嬌声。

　涙でうるんだ焦点の合ってない瞳。

　そのすべてが愛しくて、愛おしくて。

　――慈しみたい。

　絶頂の近い膣肉は陰茎を舐め上げるように鼓動する。びくびくとびゅくびゅくと。あふれ出る愛液はペニスを生ぬるく包み込んでくる。

　麻友も俺と同じ気持ちなんだ。

　渾身の想いを込めて、俺は麻友の子宮口に亀頭をぶつけた。

「ひゃああああぅっ！　あっ、あっ、あっ、イく……イっちゃいますぅ……っ[image: ]　克樹さ、克樹さん……！　んぅっ、ふぁあぁぁああぁぁぁ……っ！」

　腕の中の細身の身体がびくびくと跳ねる。同時に膣肉がびくびくと激しい脈動を繰り返し、粘膜からとぷとぷと粘液を染み出させる。

　その牝の動きはペニスを射精へと誘う。

「麻友……！」

　俺は腰にぐ、と力を込めた。

　どくっどくっ、どくっどくっどくっ。

　たくさんの、たくさんの想いを込めた精が麻友の胎内に吐き出される。

「ふあぁ……っ……克樹さんの、熱いの、いっぱい……っ[image: ]　ふぁっ、あっ、あぁぁあ……っ」

　俺の精液を受け止めた麻友は恍惚としたつぶやきをこぼした。

　お互いにお互いの身体を抱きしめ、鼓動を感じ、熱い呼吸を繰り返した。




　――ああ、この腕の中に、俺の嫁がいるんだ。
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　病めるときも健やかなるときも。

　喜びのときも悲しみのときも。

　富めるときも貧しいときも。




　俺はこの少女とともにあり続けることを誓う。

　願わくば。

　彼女も同じ気持ちであり続けることを。






◆エピローグ





　仕事が決まった。

　実際に働くことになるのは３月からだ。

　小さな会社で、給料もそんなに高いわけじゃない。うまくやっていけるかどうかもまだわからない。

　それでも、少しだけ前に進めたのは確実だ。




　俺たちは一歩ずつ、歩み続ける。

　いまの気持ちを大切にしながら。




　カランカランカランカランッ！

　金属製の鐘が激しく鳴らされる音が響いた。

「大当たりー！　一等賞！　温泉旅行ー!!」

　商店街を歩くひとの目が一気に俺たちへと集中する。

　恥ずかしい、なんて思う前にただ呆然と立ちつくすことしかできなかった。




　俺は麻友と一緒に買い物をするために商店街へと訪れた。

　商店街で買い物をするたびに福引きをするための券が溜まっていき、いつの間にか３回くらい回せる量になっていた。

　せっかくだから回していこうかと商店街の中心にある福引き会場に立ち寄った。

　いいところ六等のボールペンか、五等のみかん１キロだと思ったのに。




「きゃあー！　当たりですよ、当たり！　大当たりですって、克樹さん!!　温泉旅行ですって!!」

　俺の両手を握りしめながらぴょんぴょんと跳ねる麻友。通りすがりの主婦がそんな麻友の姿を見てあらあらうふふとほほ笑んでいた。

「ポケットティッシュ何個分でしょうか!?」

「ええとだな、６個で１００円くらいだから……って、ポケットティッシュで換算するな！」

　一瞬計算しそうになったじゃないか、バカ！

「はい、おめでとうー。商品の温泉旅行券だよ～。ペアだから彼氏彼女で楽しめるよ。よかったねぇ、温泉旅館でしっぽりだよぉ～」

　賞品の入った白封筒を俺に手渡しながら、おっさんが俺ににやにやと意味深な笑みを向けてきた。

　っざけんな！

　と怒鳴りつけそうになるのをにらむことで我慢する。

「温泉旅行♪　温泉旅行ですよ～。これでふたりきりでしっぽりですよね、克樹さん」

「おまえまでそんなこと言い出すんじゃない！　……ったく」

　せっかく一等賞が当たったというのにめでたい気持ちが台無しだ。ストレス性の頭痛を感じた俺はこめかみを押さえた。周りにいる何人かがくすくすと笑っていた。
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　暇なのはいまのうちだけだ。

　春からは働くことが決まっているし、麻友も今年度の単位はだいぶ余裕があるらしい。

　俺たちはすぐに温泉旅行へと出かけた。

　瓦屋根の大きな和風の建物だった。

　入り口で受付を済ませた俺たちは従業員に案内されてそこそこ広い畳敷きの部屋へと入った。従業員の説明によると、この旅館には大浴場のほかにも貸し切りにできる家族風呂が存在しているらしい。

「やっぱり温泉旅行といったら浴衣ですよねっ」

　麻友はさっそくとばかりに浴衣に着替えていた。

「はしゃぎすぎだろ」

　俺は座椅子に座り、テーブルの上に用意されていた茶菓子を口に放り込んだ。

　就職活動もひと段落ついたことだし、今回の旅行はのんびり過ごすか。

　俺がぼーっと天井をながめているあいだに麻友は部屋のあちこちを見て回っていた。ベランダから身を乗り出して景色を眺めたり、布団の入っている押し入れを無意味に開けたり。あいつは放っておいてもひとりで楽しそうだ。

　いまはテレビの横に置いてあったパンフレットを見ながら目を輝かせていた。

「見てください、見てください、克樹さん」

　パンフレットを指差しながら麻友が俺の隣に正座する。

「なんだよ」

「ここ、子宝の湯があるみたいですよ」

「…………っ」

　思わず噴き出しそうになるが我慢我慢。

　俺はできるだけ平静を装いながら麻友に言った。

「そ、それがどうしたんだよ」

　麻友はいたずらっぽい眼差しでくすりとほほ笑んだ。




「子供、欲しいですね」




　ぶほっ！

　今度こそ俺は我慢できずに噴き出してしまった。

「お、おまえが大学卒業したら！　それまではダメ！」

「ちぇー」

　麻友は唇をとがらせた。

　そんな顔をすると幼い印象の顔がますます子供っぽく見える。こんな麻友と子供を作るなんて、まだダメだ。

「……子宝の湯とやらには入ってくるなよ」

　効能がどれだけあるかはわからないが、念のため。

「わかりましたよー。でも家族風呂には入りましょうよ。さっき従業員さんも言ってたことですし、ね[image: ]」

「ん、風呂か。そうだな、そろそろ行くか」

　俺は座椅子から立ち上がり、ぐ、と背伸びをした。

「貸し切りですから私と克樹さんが一緒に入っても問題ありませんよ～。あ、そうだ、また身体洗ってあげましょうか」

　ふふ、と麻友は意味ありげに含み笑った。

「バカじゃねーの」

　俺はその頭を軽く小突き、風呂に行くための準備を始めた。







　一歩一歩、階段を上るように俺たちは日常を歩み続ける。

　その先にある風景にたどり着くために。

　苦しいこともあるだろう。投げ出したいと思うこともあるだろう。

　それでも“いまの気持ち”を大切にし続ければ、乗り越えていける気がした。




　俺たちはきっとたどり着ける、未来に。

　ふと、頭にひとつのイメージがよぎった。




　麻友がほほ笑むその姿。

　小さな命を抱きながら幸せそうに笑うその姿を。




「克樹さん、どうかしましたか？」

　風呂へと向かう途中の廊下で立ち止まった俺に、麻友が不思議そうな視線を向けてくる。

「……や、なんでもない。ちょっとぼんやりしてた」

　俺は止めていた足を速め、麻友の隣に並んだ。


＜了＞
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桐きり刻きざむ




　すでにクーデレじゃない『クーデレすぎる未来の嫁の面倒な７日間３』です。デレっぱなしです。クーはどこいったのかわかりません。でもクーデレです。作者が言うのだから間違いありません。

　今回は前２作で投げっぱなしジャーマンだった問題に向き合ってみました。ちょっとシリアスすぎたかなと心配。（はらはら）

　もし続きが出せるなら今度はラブ寄りにしたいです。出せるなら！（がんばらないと……）

















クーデレすぎる未来みらいの嫁よめの面倒めんどうな７日間なのかかん（３）
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